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巻頭言 

—コロナ禍を越えてのサイバーメディアセンターのこれから— 

 
 
 

                         

                   サイバーメディアセンター 副センター長 

                                   降籏 大介 

 
2 年前の 2020 年初頭よりコロナ禍が世界的に

騒がれるようになり、3 ⽉頃には海外渡航が危険
だと認識されるようになりました。周囲にはせっ
かくの年度末を活かしてのヨーロッパへの研究出
張を取りやめる判断を下した⼈もおります。そし
て 4 ⽉、われわれ⼤阪⼤学の教職員は授業が開始
するそのタイミングで教育・研究について本格的
なコロナ対策を始めることになりました。政府や
⽂部科学省、⼤阪⼤学もこのような事態への対応
は初めてで困惑していたと思われますが、こまめ
に送られてきた⼤阪⼤学発の指⽰はレベル分けも
された相当に具体的なもので、われわれも⾏動指
針に迷わずに済み好印象を持った記憶があります。 

 
しかし、⾏動指針が明確であっても現場での対

応作業そのものは⼤変なものでありました。教育
については、幸いにも⼤阪⼤学はこれ以前から共
通教育教室を中⼼にオンライン教育、反転教育な
どのための講義⾃動収録配信システム(Echo360)
や  ICT 教 育 ⽀ 援 シ ス テ ム で あ る 
CLE(Collaboration and Learning Environment)を
導⼊しておりましたので、これらを上⼿に活⽤す
ることでコロナ禍の中でオンライン教育およびハ
イブリッド教育に対応することを始めました。こ
のおりには CLE への負荷の急速な増⼤に対応す
るために技術的な問題のみでなく予算上の措置も

含めて⼤変多くの⽅の苦労がありました。また、
さらに加えて柔軟なオンライン対応を可能とすべ
く、サイバーメディアセンターの情報メディア教
育研究部⾨、⾔語教育⽀援研究部⾨、サイバーコ
ミュニティ研究部⾨などの先⽣⽅をはじめ多くの
⽅の協⼒で講義の映像化やネットワークを介した
インタラクティブな授業を可能とする各種ソフト
ウェア、サービスの⽀援を⾏いました。コロナ禍
のこの 2 年間においてサイバーメディアセンター
に関連されるみなさまに対し⼤阪⼤学から下記の
ような⼤阪⼤学賞の授与がありましたのは、こう
した⽅々の貢献が⼤きかったことを意味するもの
であります。 
・令和 2 年度 ⼤阪⼤学賞 ⼤学運営部⾨ 

サイバーメディアセンター 准教授 浦⻄ 友樹 
・令和 2 年度 ⼤阪⼤学賞 ⼤学運営部⾨ 

情報セキュリティ本部 OU-CSIRT 教職員⼀同 
・令和 2 年度 ⼤阪⼤学賞 教育貢献部⾨ 

サイバーメディアセンター 教授 岩居 弘樹 
・令和 3 年度 ⼤阪⼤学賞 ⼤学運営部⾨ 

情報推進部情報基盤課 教育系システム班職員
⼀同 
・令和 3 年度 ⼤阪⼤学賞 教育貢献部⾨ 

サイバーメディアセンター「COVID-19 に関わ
る新学期授業⽀援対策チーム 」臨時サポートチー
ム教員⼀同 



 

 

また、教育以外の研究・事務の⾯でもコロナ禍
への対応には紆余曲折がありました。2020 年夏頃
までの国内外の研究集会等の多くは中⽌されまし
た。それ以降少しずつノウハウの蓄積にともない、
オンライン開催に移⾏して開催されるようになり
ましたが、⼤きな国際研究集会についてはいまだ
開催されないものも⾒られ、コロナが障害となっ
たままです。事務については、コロナ禍でリモー
ト勤務が推奨されるようになり、当初は⾃宅ネッ
トワーク帯域の問題やリモート会議⽤機器の⼊⼿
が困難であったり、また、これまでは隣の⽅に⼀
⾔尋ねるだけで済んだ円滑な事務作業のための意
思疎通がオンラインでは困難になるなど多くの苦
労があったなかに、オンラインになったことで事
務作業そのものの負担が増えた状況でした。 

 
このように、教育、研究および事務のすべての

⾯において⼤きな負担となったコロナ禍でありま
すが、不幸中の幸いともいうべき側⾯もあります。
それは本邦におけるコンピュータネットワークを
利⽤した ICT 活⽤の強⼒な促進です。教育にお
いては先に述べたようにサイバーメディアセンタ
ーは⼤阪⼤学の ICT 利⽤促進の実際の⼀つの中
⼼となり、その成果として、オンライン・ハイブリ
ッド教育のシステムの整備と⼤阪⼤学教員の現実
的なノウハウ蓄積に⾄ることとなりました。また
研究においては、オンライン研究集会においてカ
メラに向かって話すだけという状況にやや困惑も
ありますが、オンライン研究集会は時間と費⽤の
節約にもなるというメリットがあることから、多
くの教員が慣れつつありますし、節約した時間と
費⽤はさらに他の研究や教育等へ活⽤することも
できます。また、事務においても、コロナ禍当初の
2020 年頃は⾃筆記⼊や押印を要する紙書類の存
在は⼤きく事務負担を増加させる要因でありまし
たが、少しずつ押印不要等へ切り替わるなどこう
した旧態依然とした状況が半ば強制的に緩和され
つつあり、2 年ほど経過した現在、書類の扱いが 

ICT に適した形に改善されてきていると実感で
きるようになっております。そして、こうした 
ICT 活⽤への動き、すなわちデジタルトランスフ
ォーメーション(DX)はわれわれ皆にとって、⼤学
での勤務上のことのみならず⽣活全般において⼤
きな貢献があることは疑いのないところで、これ
についてサイバーメディアセンターがコロナ禍の
中で活動してきたのは上に書いたとおりです。政
府も 2021 年にデジタル庁を創設するなど、DX 
促進について積極的に活動を始めております。⼤
阪⼤学においても、2022 年 1 ⽉にまとめられた 
OU マスタープラン 2027 において DX は 7 つ
の主要⽅針の⼀つ 

 
「コロナ新時代に対応する情報基盤整備（OUDX 
イニシアティブ）」 
    

コロナ新時代に対応する⾼度なデジタル化、すなわち⼤
阪 ⼤ 学 全体 のデ ジ タ ル・ トラ ン ス フォ ーメ ー シ ョ ン
（OUDX）により、教育・研究・経営を横断的に⽀える基
盤を構築します 

 
と謳われております。 
 

そして当然のことではありますが、われわれサ
イバーメディアセンターはその役割として、これ
までの活動の発展的な延⻑としてこの⽅針に沿っ
て強⼒に活動し、⼤阪⼤学に、ひいては本邦に DX 
について貢献できればと思っております。 



 

 

 
 

 
          〈本センターの各研究部門における 2021 年度研究 

業績等について、以下の項目に沿って報告します。〉 

 

                    部門スタッフ 

                    教育･研究概要 

          教育･研究等に係る全学支援 

2021 年度研究業績 

社会貢献に関する業績 

2021 年度研究発表論文一覧 

その他 

 

         

・情報メディア教育研究部門  ------------------------ 5 

        ・言語教育支援研究部門  ---------------------------- 15 

        ・大規模計算科学研究部門  -------------------------- 23 

        ・コンピュータ実験科学研究部門  -------------------- 29 

        ・サイバーコミュニティ研究部門  -------------------- 35 

        ・先端ネットワーク環境研究部門  -------------------- 47 

        ・応用情報システム研究部門  ------------------------ 59 

・全学支援企画部門  -------------------------------- 123 

・先進高性能計算機 

システムアーキテクチャ共同研究部門  -------- 131 

    ・高性能計算・データ分析融合基盤協働研究所  -------- 135 
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大規模計算科学研究部門大規模計算科学研究部門

Large-Scale Computational Science DivisionLarge-Scale Computational Science Division

1 部門スタッフ1 部門スタッフ

教授　菊池　誠教授　菊池　誠

略歴 : 1986 年 3 月東北大学大学院理学研究科物理学

専攻博士後期課程修了、1987 年 2 月大阪大学理学

部物理学科助手、1993 年 8 月同助教授（改組により、

現在、大阪大学大学院理学研究科）、2000年4 月より、

大阪大学サイバーメディアセンター大規模計算科学

研究部門教授。日本物理学会会員。理学博士。

（(C) 水玉蛍之丞）

准教授　吉野　元准教授　吉野　元

略歴 : 1996 年 3 月筑波大学大学院博士課程物理学研

究科修了、1995 年 4 月日本学術振興会特別研究員

DC2（1996 年 4 月同 PD）、1997 年 4 月日本学術振

興会特別研究員 PD、2000 年 4 月 CEA Saclay 研究

所ポストドク研究員、2001 年 1 月大阪大学大学院

理学研究科宇宙地球科学専攻助手（2007 年 4 月同

助教）、2014 年 4 月より、大規模計算科学研究部門

准教授。日本物理学会会員。博士（物理学）。

2 教育・研究概要2 教育・研究概要

　本年度は以下の学内の講義を担当した。COVID-19 

パンデミックを受け、いずれもオンラインまたはオ

ンラインと対面のハイブリッド授業である。

(1) 共通教育・情報処理教育科目

計算機シミュレーション入門（菊池）

(2) 理学部専門科目

統計力学 1（物理学科、菊池）

統計力学 1 演義（物理学科、菊池）

力学 1（物理学科、吉野）

力学 1 演義（物理学科、吉野）

物理学特別研究（物理学科、菊池・吉野）

(3) 大学院理学研究科科目

多体問題セミナー（物理学専攻、菊池・吉野）

統計物理学特別セミナー（物理学専攻、菊池・

吉野）

2.1 修士論文2.1 修士論文

(1) 割田詳「2 次元適応度空間を持つ遺伝子制御ネッ

トワークの進化」（大学院理学研究科物理学専攻）

2.2 研究概要2.2 研究概要

　本部門の研究分野をひとことでまとめると学際計

算物理学である。統計力学や非線形動力学の理論を

基礎とし、計算機シミュレーションなどの計算物理

学的手法を用いて、物理学と生物学・情報科学・物

質科学との学際領域の研究に取り組んでいる。現在

の主な研究テーマはコロイド粒子系や磁性体におけ

るガラス状態・ジャミング転移の研究、深層ニュー

ラルネットワークによる機械学習のメカニズムに関

する統計力学的解析、生命現象特に遺伝子制御ネッ

トワークの進化、タンパク質の折れたたみなどであ

る。またモンテカルロシミュレーションの拡張（拡

張アンサンブル法）とそれを用いたレア・イベント

のサンプリングについても研究を行っている。

3 教育・研究等に関わる全学支援3 教育・研究等に関わる全学支援

　サイバーメディアセンター高性能計算機委員会、

大規模計算機システム利用講習会「OpenMP 入門」、

高校生のためのスーパーコンピューティング・コン

テスト、共通教育科目「計算機シミュレーション入

門」担当など。
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4 2021 年度研究業績4 2021 年度研究業績

4.1 ガラス・ジャミング系と機械学習の統計力学4.1 ガラス・ジャミング系と機械学習の統計力学

4.1.1 深層ニューラルネットワークの統計力学4.1.1 深層ニューラルネットワークの統計力学

　機械学習は、情報統計力学において歴史的に重要

なテーマであるが、深層ニューラルネットワーク

(DNN) を用いた機械学習の応用上の大成功は、全

く新たな基礎的問題を投げかけている。DNN にお

いては、データ数よりもパラーメータ数の方が何桁

も大きい overparametrization と呼ばれる異常な状況

でしばしば学習が行われる。これは少数のパラーメ

タで多数のデータを記述することを目指す従来のモ

デリングとはセンスが真逆である、なぜ無謀に見え

る学習が実際上有意な結果を産む - 汎化能力を示す

- のかは大変興味深い問題である。

　我々は、これまでに深層パーセプトロンネット

ワークに関する学習理論をレプリカ法によって構

成し解析を行なっていた (Hajime Yoshino, “From 

complex to simple: hierarchical free-energy landscape 

renormalized in deep neural networks”, SciPost Physics 

Core 2.2 (2020): 005) 想定した学習のシナリオは (i) 

ランダムなデータを丸暗記させる（ランダム制約充

足問題の一つ、ガラス・ジャミングの物理と関係）、

(ii) 教師 - 生徒シナリオでの学習（統計的推定問題

の一つ、結晶化の物理と関係）である。

　解析の結果、いずれのシナリオでも学習データの

増大とともに許される DNN の配位空間が狭まって

ゆくが、ネットワークの両端付近ほどそれが顕著

で、逆にネットワーク中央付近には「遊び」が多く

残されることが示唆された。この遊びが生じるのは

over-parametrization のためである。今年度は (ii) 教

師 - 生徒シナリオに関して以下の新たな理論的結果

を得た。（吉野）

　ベイズ 適性を崩した学習 -　上記の (ii) 教師 -

生徒シナリオはベイズ推定で「ベイズ 適」と呼ば

れる理想化された設定になっている。現実の学習を

考えると、ベイズ 適性を崩した学習を検討するこ

とが重要である。

　その も単純な場合として、教師機械の入出力に

ノイズを加えたシナリオを解析した。これはシナリ

オ (ii) から (i) に近づけることにも相当する。解析

の結果、ノイズが強くなってゆくとレプリカ対称

性の破れ (RSB) がおこり、シナリオ (i) の解析で見

られたのと同様の空間的に RSB の複雑さが変化す

る特徴的な現象が見られた。ただし、教師 - 生徒の

相関は直ちに無くならず頑健制が見られた。他にも

様々な摂動によってベイズ 適性を崩した場合を今

後解析してゆく予定である。

　DNN の汎化性能 - 学習に使わなかったデータに

対する正解率 - を理論的に解析することができるよ

うになった。Tishby らの提案した “one step entropy” 

(Tishby, N。et al。(1989)) をレプリカ上記理論を用

いて評価した。

　汎化性能は学習データの増大によって高まるが、

学習データの増大とともに連続的に向上してゆく領

域を経て、途中で 1 次転移してほぼ上限までジャ

ンプする振る舞いが見られた。1 次転移の臨界点は

深さに依存しており、深い系ほどより多くの学習

データが臨界点に至るのに必要になる。つまりこの

領域では、ネットワークを深くして「遊び」を増

やしても汎化性能が落ちない。これは上記の over-

parametrizaion の問題を解く一つの重要なヒントに

なっていると思われる。今後、ベイズ 適性が崩れ

た場合にも一般化を試みる。

　上記の理論解析に並行した数値シミュレーション

による解析を進めた。今年度は特に、幾つかの異な

る活性化関数を用いた系について、上記の教師 - 生

徒シナリオの数値シミュレーションを行った。（Jeon 

Soekotam, 吉野）学習アルゴリズムとしては、モン

テカルロ法、逆誤差伝搬に基づく勾配法を用い、学

習ダイナミックスによってどの程度、熱平衡化が起

るのかを詳しく調べた。熱平衡化は、損失関数が十

分に緩和するか、異なる初期条件からの緩和の結果

が一致するか、ベイズ 適な場合に熱平衡状態にお

いて成り立つ関係式が成立するか、という点から吟

味した。条件によって熱平衡化の成立の有無は様々

で、今後も解析を続けアルゴリズムの工夫も行う予

定である。

4.1.2 パイロクロア格子磁性体における過冷却ヤー4.1.2 パイロクロア格子磁性体における過冷却ヤー

ン・テラーアイス状態ン・テラーアイス状態

　我々は 近、Y2Mo2O7 パイロクロア型酸化物に

おけるスピングラス転移に関して、スピン自由度の

他に、実験的に指摘されていた格子のひずみに注目

し、それを動的自由度として取り込んだ有効模型を

提案していた。(Mitsumoto, Hotta, Yoshino, 2020) そ

してこの有効模型の大規模数値シミュレーション

を行い、スピンと格子の同時ガラス転移を強く示唆

する結果を得ていた。我々は 近、この有効模型の

基礎づけを行うために、格子ひずみに関する微視的

な理論的、数値的研究を進めた。(Mitsumoto, Hotta, 
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Yoshino, arXiv:2202.05513) まず、Mo イオンの変位

によって、その結晶場の対称性が落ち、その軌道縮

退が解ける機構を明らかにした。これに加え変位に

伴う弾性エネルギーの増大を考察した。

　これらを組み合わせ、この系におけるヤーンテ

ラー効果を記述する微視的ハミルトニアンを導出

した。この模型の詳細な理論・数値解析を行なった

結果、系全体を一様に歪ませる 1 次転移が低温に存

在することを見出した。ところが、液体状態が高温

だけでなく、準安定状態として低温まできわめて安

定に存在できることを見出した。この液体状態にお

ける歪みのパターンは、パイロクロア格子の上でい

わゆるアイスルールを 90 さらに低温でスピン自由

度が絡んだスピン・格子同時ガラス転移が実現する

舞台が形成されていると考えられる。（光元、堀田、

吉野）

4.1.3 空間的不均一性をもつガラス系4.1.3 空間的不均一性をもつガラス系

　上記の深層ニューラルネットワーク (DNN) の研

究では、1 次元的に秩序パラメーターが変化する特

徴的な固体 - 液体 - 固体のサンドイッチ構造が見ら

れた。これはある種の「濡れ転移」と捉えられ、同

様の現象は DNN に限らずより広く見られると期待

される。そこで次の 2 つの系の解析を進めた。ま

ず p 体相互作用スピングラス模型を層状に並べた系

をレプリカ理論によって解析した。（Hamano, 吉野）

その結果、DNN で見られた空間的に複雑性が変化

する特徴的なレプリカ対称性の破れ (RSB) が単純

化されたスピングラス模型でも起こることがわかっ

た。さらに 1+ 無限大次元のレプリカ液体論を構成

し、剛体球ガラス系で同様の解析を進めつつある（冨

田、吉野）

4.1.4 密結合系によるスピングラス、ガラス、機械4.1.4 密結合系によるスピングラス、ガラス、機械

学習の平均場理論学習の平均場理論

　 近行ってきた disorder-free のスピングラス、情

報統計力学的な研究から、疎結合と全結合の中間に

位置する「密結合」系の重要性が明らかになってき

た。そのレプリカ理論、キャビティ法、動的平均場

理論をまとめて構成しノートとしてまとめた。他の

研究者にも有用と思われるので出版する準備を行っ

ている。（吉野）

4.2 生命現象の物理学4.2 生命現象の物理学

4.2.1 遺伝子制御ネットワークの進化に見られる普4.2.1 遺伝子制御ネットワークの進化に見られる普

遍性と特殊性遍性と特殊性

　細胞は外界の条件に応じてさまざまなタンパク質

の発現量を調節する。これは多くの遺伝子が互いに

調節しあうことによって実現しており、遺伝子制御

ネットワーク (GRN) と呼ばれる。GRN は外界への

応答だけでなく、細胞の成熟や分化などで細胞の性

質を不可逆に変えるためにも使われている（この不

可逆変化を元に戻すのが ES 細胞や iPS 細胞でのリ

プログラミングである）。この場合には GRN が多

重安定な力学系であることが重要となる。GRN の

多重安定性はファージのスイッチなどにも使われて

おり、GRN 全般に広く見られる性質である。この

ような多重安定な力学系の発現には、なんらかの普

遍性があるのではないかと想像される。

　また、GRN はこのように細胞条件を保ったり変

えたりする性質と同時に、突然変異に対する頑健性

を備えていなくてはならない。変異に対する頑健性

は GRN に限らず生命系一般に要請される性質であ

るが、「進化」という過程を経て初めて獲得される

ものであろう。「機能」は進化に限らず一般の 適

化手法でも獲得できるのに対し、頑健性は進化とい

う生命系ならではの特別な 適化過程の帰結と考え

られる。

　従来、計算生物学の分野での進化の研究は遺伝的

アルゴリズムによる進化シミュレーションによって

行われてきた。しかし、進化の普遍性と特殊性を調

べるには比較対象が必要である。 も自然な比較対

象は完全にランダムに作った GRN の集合だろう。

しかし、適応度の高い GRN は極めて稀であるため、

単純なランダムサンプリングは役に立たない。そこ

で我々は進化の普遍性を研究する手法としてマルチ

カノニカルアンサンブル・モンテカルロ法 (McMC) 

を用いたレアイベントサンプリングを用いることを

提唱している (Nagata and Kikuchi, PLos Comput Biol, 

2020)。

　McMC はもともとは物理系の熱平衡状態を効率

よくサンプルする手法として開発されたが、「エネ

ルギー関数」を適切に設定することによって様々な

問題に適用でき、特に「稀な状態」の出現確率を

計算する手法として優れている。我々は GRN の適

応度をエネルギーに見立てて、様々な適応度を持

つ GRN をランダムに作りだしている。これまでに、

外界の変化への応答の鋭敏さを適応度として GRN 
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をランダムに作ることにより、適応度が高い GRN 

では双安定性が創発し、適応度 大のネットワーク

はすべて双安定性であることを見出した。すなわち、

双安定性は進化の履歴に関係なく適応度が上がれば

自動的に実現する普遍的な性質である。

　さらに McMC と進化シミュレーションを比較す

ることによって進化という過程の特殊性を調べる手

法を提案した。GRN では、進化によって変異に対

する頑健性が増すことと双安定性の出現が遅れるこ

とが示された。

　McMC で得られた GRN を解析してみると、適応

度が高い単安定な GRN は総じて変異に対して頑健

であるのに対し、双安定な GRN は変異に対して脆

弱な GRN が多数含まれることがわかった。つまり、

進化によって双安定性の出現が遅れる理由は、変異

に対して頑健な GRN が選ばれるためであると考え

られる。このように「新しい表現系」の出現が遅れ

るという現象が普遍的なものかどうかには興味が持

たれるところで、様々な系で調べてみる必要がある。

これらの結果について論文を発表した (Kaneko and 

Kikuchi, PLoS Comput Biol, 2022)。

　また、現実の進化は一方向に進むのではなく、あ

る方向への適応度が高まって進化が遅くなると、別

の方向への進化が始まると考えられる。そこで、複

数の適応度を持つモデルの も簡単な場合として、

ふたつの適応度関数を持つ GRN の進化を調べた。

McMC によって遺伝子形のエントロピーを求め、

それに進化シミュレーションの経路を重ねると、進

化経路はほぼエントロピーで決まることが見出され

た。ただし、この場合にも頑健性による表現形の選

択が起きており、ランダムに作った GRN と比べて

多重安定性の出現は遅れる（割田、菊池）

4.3 拡張アンサンブル法の応用4.3 拡張アンサンブル法の応用

　進化の問題にマルチカノニカル法を用いたよう

に、拡張アンサンブルを用いたモンテカルロ法の新

たな応用は当グループの重要なテーマであり、継続

的に取り組んでいる。

4.4 研究協力4.4 研究協力

　学内・学外の多くの研究者と積極的に研究協力を

行うことにより、研究の活性化を計っている。吉野

は Simons Collaboration on Cracking the Glass Problem 

(https://scglass.uchicago.edu) に affi  liate として参加し、

Francesco Zamponi, Pierfrancesco Urbani, Giulio Biroli, 

Tommaso Rizzo の各氏と研究協力を行なっている。

また、時田恵一郎（名古屋大学情報学研究科教授）、

堀田知佐（東京大学総合文化准教授）、小渕智之（京

都大学情報学研究科准教授）、Yuliang Jin（中国科学

院理論物理研究所准教授）、白井伸宙（三重大学総

合情報処理センター助教）、勝木厚成（日本大学理

工学部助教）の各氏が招聘教員・招聘研究員として

研究に参加している。

5 社会貢献に関する業績5 社会貢献に関する業績

5.1 「ニセ科学問題」へのとりくみ5.1 「ニセ科学問題」へのとりくみ

　科学者が社会に貢献するありかたのひとつとし

て、「ニセ科学」に警鐘を鳴らす活動に引き続き取

り組み、講演を行なった。（菊池）

5.1.1 講演5.1.1 講演

(1) 7/22「だまされないための科学リテラシー」（大

阪大学 SEEDS 体感コース講義）

(2) 1/27「ニセ科学にだまされないために」（静岡県

立大学ジャーナリズム公開講座第 8 期第 7 回）

5.2 教育面における社会貢献5.2 教育面における社会貢献

5.2.1 一般向け活動5.2.1 一般向け活動

(1) 国立大学共同利用・共同研究拠点協議会の知の

拠点【すぐわかアカデミア。】に解説動画「す

ぐにわかる「詰め込み」の物理ージャミングか

ら深層学習までー」を提供した (https://youtu.be/

tWGq3QvmE_k)。（吉野）

5.2.2 入学予定者向け活動5.2.2 入学予定者向け活動

(1) 2021 年度入学予定者向けオンラインコンテンツ

「阪大ウェルカムチャンネル」にて、オンライ

ン模擬授業「造られたものたちの物語としての

SF ーディックとギブスンー」を提供した (https://

youtu.be/5qzuSZb62T4)。（菊池）

5.2.3 高校生向け活動5.2.3 高校生向け活動

(1) サイバーメディアセンター・東京工業大学学術

国際情報センター・理化学研究所計算科学研究

センターの共同主催により「高校生のためのスー

パーコンピューティング・コンテスト」をオン

ライン開催。本選問題の作成を担当した（8 月

23 日 -27 日）。
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5.2.4 他大学非常勤講師等5.2.4 他大学非常勤講師等

(1) 岡山理科大学「ニセ科学とその周辺から科学的

であることを考える」4 月 27 日（菊池）

5.3 学会活動5.3 学会活動

5.3.1 学外委員5.3.1 学外委員

(1) 日本物理学会第 75-76 期代議員（吉野）

(2) 東京大学物性研究所スーパーコンピューター共

同利用委員会委員（吉野）

(3) JHPCN 課題審査委員（菊池）

6 2020 年度研究発表論文一覧6 2020 年度研究発表論文一覧

6.1 原著論文6.1 原著論文

(1) Yuliang Jin and Hajime Yoshino, “A jamming 

plane of sphere packings” ,  PNAS 118 (14) 

e2021794118(2021).

(2) Tadamune Kaneko and Macoto Kikuchi, “Evolution 

enhances mutational robustness and suppresses the 

emergence of a new phenotype: A new computational 

approach for studying evolution”, PLoS Comut Biol 

18, e1009796 (2022).

6.2 解説・紀要等6.2 解説・紀要等

(1) 吉野元「深層ニューラルネットワークの解剖―

―統計力学によるアプローチ」日本物理学会誌

76, 589-594 (2021)

(2) 吉野元「ジャミングの物理における普遍性」「未

来共創と社会実装を目指す研究シーズ集 2022」

大阪大学　共創機構　産学官連携オフィス

(3) 菊池誠「スーパーコンピューティングコンテス

ト 2021」数学セミナー 2022 年 1 月号

6.3 国内学会発表6.3 国内学会発表

(1) 日本物理学会秋季大会（オンライン） 2021 年 9 

(a) 菊池 誠「遺伝子制御ネットワークでの双安定

性の創発と変異に対する頑健性の進化」

(b) 吉野 元「ハードコア p-spin 模型におけるジャ

ミングの臨界特性」

(c) 吉野 元「教師 - 生徒シナリオによる深層パー

セプトロン学習の頑健性」

(2) 日本物理学会年会（オンライン）2022 年 3 月

(a) 菊池 誠「遺伝子制御ネットワークにおける一

方向性スイッチの進化」

(b) 割田 詳、菊池 誠「2 次元適応度空間を持つ

遺伝子制御ネットワークの進化」

(c) 吉野 元「深層ニューラルネットワークの統計

力学におけるガラスの物理」（招待講演）

(d) 冨田 幸宏、吉野元「1+ ∞次元レプリカ液体

論の構成」

(e) 吉野 元「深層ニューラルネットワークの汎化

に関するレプリカ理論」

(f) ジョン・ソクダム、吉野 元「深層ニューラル

ネットワークによる教師 - 生徒シナリオのシ

ミュレーション」

6.4 国内研究会発表6.4 国内研究会発表

(1) 物性研短期研究会「ガラスおよび関連する複雑

系の 先端研究」2021 年 5 月

(a) 吉野元「剛体楕円体におけるガラス転移と

ジャミングの平均場理論」

(2) 統計物理と統計科学のセミナー（統計数理研究

所） 2021 年 7 月

(a) 菊池 誠「遺伝子制御ネットワークのレアイベ

ントサンプリングと進化 - 変異に対する頑健

性を中心に」（招待講演）

(3) 情報数物研究会 2021 年 10 月

(a) 吉野 元「深層パーセプトロンネットワークに

おける学習の統計力学」（招待講演）

(4) Deep Learning and Physics 2021, 2021 年 11 月

(a) 吉野 元「深層ニューラルネットワークにおけ

るレプリカ対称性の破れとその空間構造」（招

待講演）

7 競争的資金獲得状況7 競争的資金獲得状況

(1) 2019 年度文部省科学研究費補助金（基盤研究

(B)）「スピンから捉えるガラス・ジャミング転

移の物理 : ソフトマターから情報統計力学まで」

研究課題 / 領域番号 19H01812（吉野 : 代表）

(2) 2020 年度文部省科学研究費補助金（基盤研究

(A)）「非平衡系のガラス・ジャミング転移」研

究課題 / 領域番号 20H00128（代表者：宮崎州正）

（吉野 : 分担）

(3) 2020 年度文部省科学研究費補助金（挑戦的研究

（開拓））「深層ニューラルネットワークの情報統

計力学」研究課題 / 領域番号 21K18146（吉野 :

代表）
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コンピュータ実験科学研究部門コンピュータ実験科学研究部門

Computer Assisted Science DivisionComputer Assisted Science Division

1 部門スタッフ1 部門スタッフ

教授　降籏　大介教授　降籏　大介

略歴 : 1990 年 3 月東京大学工学部物理工学科卒業、

1992 年 3 月東京大学大学院工学系研究科物理工学

専攻修士課程修了。同年 4 月東京大学工学部物理工

学科助手を経て、1997 年 4 月より京都大学数理解

析研究所助手、2001 年 4 月より大阪大学サイバー

メディアセンターコンピュータ実験科学部門講師。

2002 年 4 月より同部門助教授、2017 年 9 月より同

部門教授。大阪大学大学院情報科学研究科、理学部

及び理学研究科兼任。日本数学会、日本応用数理学

会（理事、代表会員）、日本計算数理工学会各会員。

博士（工学）（東京大学）。

准教授　宮武　勇登准教授　宮武　勇登

略歴 : 2010 年 3 月東京大学工学部計数工学科卒業、

2012 年 3 月東京大学大学院情報理工学系研究科数

理情報学専攻修士課程修了、2015 年 3 月同専攻博

士課程修了。同年 4 月名古屋大学大学院工学研究科

助教を経て、2018 年 4 月より大阪大学サイバーメ

ディアセンターコンピュータ実験科学研究部門准教

授。大阪大学大学院情報科学研究科及び理学部兼任。

日本数学会、日本応用数理学会各会員。博士（情報

理工学）（東京大学）。

招へい教員・研究員招へい教員・研究員

招へい教授　松村昭孝（大阪大学名誉教授）

招へい准教授　国清辰也（ルネサスエレクトロニク

ス（株））

招へい准教授　鈴木厚

招へい准教授　井手貴範（アイシン・エイ・ダブリュ

（株））

招へい研究員　大浦拓哉（京都大学）

2 教育・研究の概要2 教育・研究の概要

2.1 教育の概要2.1 教育の概要

　サイバーメディアセンターにおける教育及び教育

支援活動として、授業支援システム CLE や共通教

育用計算機システム、部門 web 等を利用した科学

技術計算教育を進めている。共通教育においては

理学部数学科が提供する線形代数学 I および解析学

概論の担当として協力している。理学部共通科目に

おいては、サイバーメディアセンターと理学部とが

協力して、数値計算法基礎や実験数学 1 などを開講

している。また、理学部数学科、理学研究科数学専

攻、情報科学研究科情報基礎数学専攻における計算

機教育を応用数理学 7 などをはじめとして支援して

いる。

　2021 年度は、以下の学内講義を担当した。

(1) 共通教育・情報処理教育科目

線形代数学 I（降籏）

解析学概論（宮武）

(2) 理学部専門科目

応用数理学 7（数学科、降籏）

応用数理学 9（数学科、宮武）

実験数学 1（コンピュータプログラミング）（数

学科、宮武）

数値計算法基礎（理学部共通、降籏） 課題研究 a、

b （数学科、降籏、宮武）

(3) 大学院理学研究科科目

応用数理学特論 I（数学専攻、降籏）

数理工学概論（数学専攻、宮武）

(4) 大学院情報科学研究科科目

計算数学基礎 I（情報基礎数学専攻、降籏）
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コンピュータ実験数学（情報基礎数学専攻、宮武）

情報基礎数学研究 Ia, Ib（情報基礎数学専攻、宮

武）情報基礎数学研究 IIa, IIb（情報基礎数学専攻、

降籏、宮武）

2.2 研究の概要2.2 研究の概要

　各種工学、物理、生物、化学、地球環境、情報、

ナノテクノロジーなどのほぼすべての科学技術分野

において、様々な数理モデルが展開し、コンピュー

タシミュレーションを通してその理解を深め、新た

な知見を得る知の循環が大きく進展している。この

ため、数学的に基礎付けられた計算モデルの構築や

数学的手法によるモデル階層を明らかにすることが

益々重要になっている。また、このような過程は、

新たな数学モデルを構成し、数学・数値解析と共に

数値計算手法やアルゴリズムを構築する機会でもあ

り、いわゆる“応用数学” を発展させる機会でもあ

る。コンピュータ実験科学研究部門は、非線形偏

微分方程式に基づく数理モデルや計算モデルの構成

およびそれらの知見を活かしてのデータ同化を中心

にして、コンピュータシミュレーションの理論的基

礎を築く計算数学・数値解析、データ解析、データ

同化の研究、その応用として大規模コンピュータシ

ミュレーション技術に関する研究を体系的に進めて

いる研究部門である。2021 年度の主な研究テーマ

は、偏微分方程式の数値解析への適用を主な目的と

した数学的に多様な性質を有する非線形差分作用素

の研究、データ同化文脈での応用を主とする自動微

分、誤差逆伝播法、アジョイント法の研究、および

数値解析と統計学の知見の融合による計算の不確実

性定量化の研究である。

3 教育・研究等に係る全学支援3 教育・研究等に係る全学支援

　当部門は、全学支援業務としてスーパーコン

ピュータ利用支援を行っている。支援活動の強化の

ために 2013 年度に立ち上げたスーパーコンピュー

タ利用者支援 WG の活動を、2021 年度も引き続き

行っている。この活動の中で、当部門は以下のよう

な支援を行った。

• スーパーコンピュータの企業利用推進を含む利

用者支援（担当 : 降籏）

• 講習会の開催企画及び講習会の実施（スパコン

に通じる並列プログラミングの基礎、2021 年 6

月 14 日、2021 年 11 月 19 日、担当 : 宮武）

• 高校生のスーパーコンピュータコンテスト開

催、問題作成に関する支援（担当 : 降籏、宮武）

さらに、CMC 共通業務として降籏、宮武は以下の

委員会に参画した。

• 高性能計算機委員会

• 全国共同利用大規模並列計算システム仕様策定

委員会（委員長）

• 計画・評価委員会

• 財務委員会

• 調査委員会

• 再任審査委員会

• 大学 ICT 推進協議会 (AXIES) 大会実行委員会

• OU マスタープラン対応委員会（仮称）

また、2021 年度は引き続き理工情報系オナー大学

院プログラム教務委員会に委員として参画すること

によって、大学院教育の向上、進展に関する活動を

支援している。（降籏）

4 研究業績4 研究業績

4.1 非線形差分作用素の研究 (数値解析 )4.1 非線形差分作用素の研究 (数値解析 )

　非線形偏微分方程式の多くは、厳密解の求解が困

難なため数値解法によって近似解が計算される。そ

の手法として有限要素法や境界要素法、そして有限

差分法などが広く用いられている。とくに差分法は、

参照点における関数値から微分近似値を直接計算す

るシンプルさゆえに扱いやすく、そしてその差分作

用素には参照空間点の採り方や要求精度、試験問題

における安定性などの視点に基づく多くの変種があ

る。しかしこうした差分作用素のほぼ全てが、微分

作用素同様に線形作用素である。降籏は近年この線

形性を緩和して、非線形な差分、特に対数差分とよ

ぶべきものを提案しており、2021 年もこの性質に

ついて調査を進めているところである。この対数差

分の特徴としては、中心差分の際に中心の関数値を

利用できること（通常の線形中心差分では中心の関

数値を利用できないことがある）、自由パラメータ

を持つことによって様々な制御が可能なこと、多項

式の高次項に対しては通常の線形差分よりも誤差が

小さくなることや（急激に変化する関数に適してい

ることを意味する）、微分に対する近似誤差の関数

としての形状を先に述べた自由パラメータによって

制御できることなどが見い出されている。この応用

により、たとえば風上差分などを用いるのではなく

非線形中心差分を用いることで、移流方程式の不安

定性を抑制できることなどその実用性も判明してい

る。さらに降籏は 2021 年に、この対数差分が一定
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の状況下で入力関数値に混入する誤差の影響を線形

差分作用素のそれよりも本質的に低減化させること

も見出した。これは本作用素の実用性をさらに高め

るせいかと考えられる。このように以降の研究への

進展が強く期待され、次年度以降も研究を進める予

定である。（担当 : 降籏）

4.2 自動微分、誤差逆伝播法、アジョイント法4.2 自動微分、誤差逆伝播法、アジョイント法

　データ駆動型科学においては、評価関数を設定し、

パラメータについて 適化する問題が頻繁にあらわ

れる。このような問題を解くことは、例えば、深層

学習の文脈では学習と呼ばれる。その際、目的関数

のパラメータに関する微分の計算が多くの場合必須

である。微分を計算する手続きは、古くは自動微分

と呼ばれ、他にも深層学習の文脈では誤差逆伝播法、

データ同化の文脈ではアジョイント法と呼ばれる。

　昨年度は、データ同化の文脈において 2 回微分で

あるヘッセ行列の計算の重要性が高まっていること

に着目し、これまで知られている近似計算手法より

も低コストに厳密にヘッセ行列を計算するアルゴリ

ズムを提案していた。

　今年度は、深層学習の文脈において、ネットワー

クを常微分方程式で記述する ODE Net に着目し、

ODE Net を離散化して得られるネットワークに対す

る誤差逆伝播法の研究を行い、これまで知られてい

る手法よりも少ないメモリで厳密に勾配を計算でき

るアルゴリズムを提案した。現在も、より複雑なネッ

トワークに対して同様の研究を進めている。（担当 : 

宮武）

4.3 計算の不確実性定量化4.3 計算の不確実性定量化

　気象学や地震学など様々な分野において、観測

データから微分方程式の初期値やパラメータを推定

する問題が頻繁にあらわれる。通常は、微分方程式

の数値解が何らかの意味でデータによくフィットす

るように初期値やパラメータを推定するが、現実的

には数値計算に大きな誤差があることが多く、必ず

しも高精度とは限らない数値解を使ってフィッティ

ングしてしまうと、推定結果にバイアスが生じるな

ど大きな問題が生じうる。そこで、数値解析の知見

と統計学における isotonic regression などの知見を融

合することで、数値解の精度を定量的に評価しなが

ら、本来の推定精度の向上も達成しうる手法を開発

を目指して研究を行っており、本年度は、isotonic 

regression を 2 段階に拡張した generalized nearly 

isotonic regression を提案し、これに基づき、数値計

算の新しい信頼性評価法を提案した。今後はデータ

同化などへの展開を検討していく予定である。（担

当 : 宮武）

5 社会貢献に関する業績5 社会貢献に関する業績

　2021 年度は以下のような内容において社会貢献

活動について行った。コロナ禍のために開催中止と

なったものも記録のため記載する。

5.1 教育面における社会貢献5.1 教育面における社会貢献

5.1.1 学内活動5.1.1 学内活動

(1) 大阪大学いちょう祭部門公開（オンライン動画

公開、2021 年 4 月 30 日～ 6 月 30 日、降籏、宮武）

5.1.2 学外活動5.1.2 学外活動

(1) 冬の生涯学習講座、「数える、はかる」を支える

数学とその発展 - 果物の個数から情報量まで -、

船場生涯学習センター（2022 年 3 月 17 日、降籏）

5.2 研究面における社会貢献5.2 研究面における社会貢献

5.2.1 学会活動5.2.1 学会活動

(1) 日本応用数理学会代表会員、Jsiam Letters 幹事編

集委員、「科学技術計算と数値解析」研究部会主

査、ネットワーク委員（降籏）

(2) 日本応用数理学会論文誌編集委員、Jsiam Letters 

幹事編集委員（宮武）

5.3 産学連携5.3 産学連携

5.3.1 企業との共同研究5.3.1 企業との共同研究

(1) “ろう充填における自由境界問題の有限要素数値

計算法の高度化”、株式会社デンソー、大阪大学

サイバーメディアセンター

(2) “グルコース拡散問題のパラメトリックスタ

ディーの高速化”、テルモ株式会社 , 大阪大学サ

イバーメディアセンター

5.4 研究プロジェクト活動5.4 研究プロジェクト活動

現在、以下の研究プロジェクトに参画している。

(1) 日本学術振興会学術研究助成基金助成金基盤研

究 (B)（一般）“深層学習に対する数値解析的ア

プローチ基盤の創出”（令和 2 ～ 5 年度）代表 : 

降籏

(2) 日本学術振興会学術研究助成基金助成金挑戦的
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萌芽（萌芽）“任意多角形格子における離散部分

積分とその応用としての構造保存数値解法の構

成” （令和 2 ～令和 4 年度）代表 : 降籏

(3) JST ACT-I 「情報と未来（加速フェーズ）」“連続

型数理モデル構築のための不確実性定量化手法”

（令和 2 ～ 3 年度）代表 : 宮武

(4) 日本学術振興会学術研究助成基金助成金基盤研

究 (A) “物理学・情報科学に共通する大規模行列

関数の総合的数値計算法の創成”（令和 2 ～ 6 年

度）分担 : 宮武（代表 : 曽我部知広）

(5) 日本学術振興会学術研究助成基金助成金挑戦的

研究（開拓）“数値代数解析学の開拓ー量子系偏

微分方程式の数値解法の新展開ー”（令和 3 ～ 7

年度）代表 : 宮武

(6) JST さきがけ“発展方程式の数値計算に対する

不確実性定量化理論の創出”（令和 3 ～ 6 年度）

代表 : 宮武

5.5 その他の活動5.5 その他の活動

5.5.1 会議運営5.5.1 会議運営

(1) 第 49 回数値解析シンポジウム (NAS2021), 2021

年 6 月上旬予定、コロナ禍のために開催中止（降

籏、宮武）

(2) 応用数学合同研究集会（日本数学会応用数学分

科会主催）、オンライン開催、2021 年 12 月 18

日～ 20 日（降籏）

6 研究発表論文一覧6 研究発表論文一覧

6.1 学術論文誌6.1 学術論文誌

(1) S. Ito, T. Matsuda, Y. Miyatake, Adjoint-based exact 

Hessian computation, BIT Numer. Math. 61 (2021) 

503–522.

(2) T. Matsubara, Y. Miyatake, T. Yaguchi, Symplectic 

adjoint method for exact gradient of neural ODE with 

minimal memory, Advances in Neural Information 

Processing Systems 35 (NeurIPS2021), 2021.

(3) M. Okumura, T. Fukao, D. Furihata, S. Yoshikawa, 

A second-order accurate structure-preserving scheme 

for the Cahn-Hilliard equation with a dynamic 

boundary condition, Comm. Pure & Appl. Anal., 21 

(2022) 355-392.

(4) A. Suzuki, and H. Ogawa, Finite element solution of 

a solder fi lling problem with contact angle condition, 

Adv. Comput. Met. Tech. Aero. Indust., accepted.

(5) F. Tatsuoka, T. Sogabe, Y. Miyatake, T. Kemmochi, 

S.-L. Zhang, Computing the matrix fractional power 

based on the double exponential formula, Electron. 

Trans. Numer. Anal. 54 (2021) 558–580.

6.2 国際会議6.2 国際会議

(1) A. Suzuki, Shape optimization for a heat exchanger 

in Navier-Stokes flow with dynamic pressure at the 

outlet, The 13th tutorial and workshop on FreeFEM, 

Sorbonne Universite, オンライン開催、2021 年 12 

月 10 日。

6.3 国内研究集会等6.3 国内研究集会等

(1) 降籏大介、非線形性をもたせた差分による微分

近似、計算工学講演会、オンライン開催、2021 

年 5 月 26 日。

(2) 鈴木厚、半導体問題の有限要素離散化と特異な

係数行列をもつ非線形問題の解法、日本応用数

理学会 2021 年度年会、オンライン開催、2021 

年 9 月 7 日。

(3) 降籏大介、非線形性差分とその応用、日本応用

数理学会 2021 年度年会、オンライン開催、2021

年 9 月 7 日。

(4) 松田孟留、宮武勇登、一般化近単調回帰と常微

分方程式の数値計算の誤差推定、日本応用数理

学会 2021 年度年会、オンライン開催、2021 年 9 

月 7 日。

(5) 秋田康輔（修士学生）、宮武勇登、降籏大介、観

測演算子の推測に深層学習を用いるデータ同化

推定、日本応用数理学会 2021 年度年会、ポスター

講演、オンライン開催、2021 年 9 月 8 日。

(6) 小川洋、鈴木厚、FreeFEM によるろうの形状

予測と実製品形状への適用、日本応用数理学会

2021 年度年会、オンライン開催、2021 年 9 月 9 日。

(7) 鈴木厚、高石武史、FreeFEM 講習会 : 3 次元領

域での流れ問題の並列計算、日本応用数理学会

2021 年度年会、オンライン開催、2021 年 9 月 9 日。

(8) 宮武勇登、曽我部知広、非負制約付き 2 次計画

問題に対する適応型射影 SOR 法、日本応用数理

学会 2021 年度年会、オンライン開催、2021 年 9

月 9 日。

(9) 秋田康輔（修士学生）、観測演算子を未知とする

条件下での深層学習を用いたデータ同化推定と

その研究背景、固体地球科学とデータ同化 2021

年度第 1 回勉強会、オンライン開催、2021 年 11

月 10 日。
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(10) 秋田康輔（修士学生）、宮武勇登、降籏大介、

観測演算子を未知とする条件下での深層学習を

用いたデータ同化手法の提案数学・数理科学専

攻若手研究者のための異分野・異業種研究交流

会、ポスター講演、オンライン開催、2021 年

11 月 13 日。

(11) 秋田康輔（修士学生）、データ同化における状

態空間モデルの不確実性について、応用数学フ

レッシュマンセミナー 2021、オンライン開催、

2021 年 12 月 6 日。

(12) 秋田康輔（修士学生）、観測演算子を未知とす

る条件下でのデータ同化推定手法の提案とその

研究背景、東北大学固体地球物理学講座研究セ

ミナー、東北大学、2021 年 12 月 8 日。

(13) 秋田康輔（修士学生）、宮武勇登、降籏大介、

観測演算子を未知とする条件下での機械学習

を活用したデータ同化推定とその評価、2021 

年度応用数学合同研究集会、オンライン開催、

2021 年 12 月 18 日。

(14) 降籏大介、対数差分とその応用、第 126 回

HMMCセミナー、北海道大学、2022 年1 月25 日。

(15) 降籏大介、対数差分をはじめとする非線形差分

公式の解析、日本応用数理学会研究部会連合発

表会、オンライン開催、2022 年 3 月 8 日。

(16) 鈴木厚、冷却流体に全圧境界条件を与える熱交

換器の形状設計、日本応用数理学会第 18 回研

究部会連合発表会、オンライン開催、2022 年 3 

月 9 日。

(17) 北野智也（修士学生）、宮武勇登、降籏大介、

解釈性の高い高速なトピック解析に向けて、日

本応用数理学会若手の会第 7 回学生研究発表

会、オンライン開催、2022 年 3 月 10 日。

(18) 秋田康輔（修士学生）、観測演算子を未知とす

るデータ同化問題への検討、第 3 回固体地球科

学データ同化／データ駆動型地球科学に関する

研究会、オンライン開催、2022 年 3 月 23 日。

6.4 特別研究報告・修士論文・博士論文　修士論文6.4 特別研究報告・修士論文・博士論文　修士論文

(1) 秋田康輔、データ同化における未知である観測

演算子のニューラルネットワークによる代替構

成（指導 降籏）。

(2) 野呂直也、非圧縮性 Navier–Stokes 方程式に対す

る Strang splitting 適用時の非斉次境界条件に起因

する近似解精度低下の回避（指導 宮武）。

(3) 宮武朋晃、浮動小数点演算過程の情報に基づく

丸め誤差確率分布関数（指導 降籏）。

(4) Yuan Xiaohang，Classification for appropriate face 

mask-wearing using support vector machine with 

histogram of gradients（指導 降籏）。

(5) 渡壁早十、2 次元 Liouvulle–Bratu–Gelfand 問題に

対する多重指数変換に基づく Sinc 選点法（指導

宮武）。

7 その他7 その他

7.1 受賞7.1 受賞

(1) 秋田康輔（修士学生）、優秀ポスター賞、日本応

用数理学会 2021 年度年会、2021 年 9 月 8 日。
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International Journal of GEOMATE, Jan. 2022, 
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YASUFUKU, Hirokazu ABE, EVALUATION OF 
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SYNTAX, International Journal of GEOMATE, Feb. 

2022, Vol.22, Issue 90, pp.49-56 
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Abe, EVALUATION OF UNDERGROUND 
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SIMULATION, International Journal of GEOMATE, 
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CHANGE IN TOWNSCAPE IN HISTORICAL 

BLOCKS OF XI’AN, CHINA, AND KYOTO, 
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クロス・アポイントメント報告 
流通科学大学 × 情報メディア教育研究部門 

 

1. クロス・アポイントメント教員 

特任教授（常勤） 上田 真由美  

略歴：1998 年 3 月関西大学総合情報学部卒業、2000

年 3 月関西大学大学院総合情報学研究科修士課程修

了、2003 年 3 月関西大学大学院総合情報学研究科博

士後期課程修了。同年 4 月より大阪大学、名古屋大

学、京都大学研究員を経て、2012 年 4 月流通科学大

学総合政策学部講師、2013 年 4 月同准教授。組織改

組を経て 2015 年 4 月同経済学部准教授、2018 年 4

月より同教授。その間、2014 年 4 月より関西大学先

端科学技術推進機構客員研究員、2019 年 7 月より大

阪大学サイバーメディアセンター特任教授（常勤）。

博士（情報学）。IEEE、ACM、電子情報通信学会、

情報処理学会、日本データベース学会、ヒューマン

インタフェース学会、人工知能学会各会員。 

 

2. 報告 

2019 年 7 月より本学のクロス・アポイントメント

制度により、流通科学大学の上田真由美教授が情報

メディア教育研究部門の特任教授（常勤）に着任し

ている。両大学間の交流の促進および新たな共創を

生み出すことを目的に、2021 年度も情報メディア教

育に関する研究開発、並びに、学生への教育活動を

行った。上田教授は、情報検索、情報推薦、教育支

援情報システムが専門であり、情報メディア教育研

究部門が行っている教育支援系の研究開発に情報推

薦の技術を導入することで、本学の教育の情報化の

進展に寄与することが期待される。 

2021 年度は新型コロナウイルス感染症防止対策

のためのオンラインと対面を併用した形で、情報メ

ディア教育研究部門の教員や学生と意見交換を行っ

た。共同研究および学生指導に関しては、2019 年度

に開始していた研究テーマに関して、オンライン環

境を活用し、教育・研究活動を推進した。具体的に

は、情報メディア教育研究部門の白井講師が代表を

務める「科学研究費助成事業（挑戦的研究（萌芽））

マンガ教材学習過程の生体情報解析に基づく個別適

応型学習システムの構築」において、共同研究およ

び学生指導を実施した。本研究の目的は、マンガ教

材による学習時の生体情報から理解度を推定し、学

習者一人一人に適した学びを提供することであり、

2021 年度は、前年度から行っている視線追跡情報に

よる学習者の難易度推定モデルの構築を目指し、追

加実験の実施および分析を行った。また、2021 年度

から新たに情報メディア教育研究部門の東田講師が

代表を務める「科学研究費助成事業（挑戦的研究（萌

芽））高大接続に際してプログラミング技能獲得のた

めの能動的な学習支援環境による授業開発」におい

て、共同研究および学生指導を実施した。本研究の

目的は、初等・中等教育における学習内容を、プロ

グラミング学習を通じてリメディアル教育として再

獲得することを可 能とする授業および学習支援環

境の構築を目指したものであり、2021 年度は国内外

の先行事例を分析し、東田講師が担当する初年次ゼ

ミナールのあるクラスでの活用を想定し、必要とな

るプログラミング学習環境について検討した。 

さらに、本部門の学生指導および情報メディア教

育研究部門の教員との共同研究を通じて、本学の学

生・若手研究者の育成にも寄与した。 

次年度も引き続き本制度を活用することにより、

学生の研究指導や教育上の貢献並びに共同研究の推

進が見込まれ、本学における当該分野全体の研究力

向上が図られることが期待される。 



 

 

クロス・アポイントメント報告 
Institut für Landes- und Stadtentwicklungsforschung gGmbH  

× サイバーコミュニティ研究部門 

 

1. クロス・アポイントメント教員 

特任講師（常勤）大塚 紀子 

略歴：1985 年 4 月（株）竹中工務店入社、1995 年 2

月同退職、英国留学、2004 年 12 月 Oxford Brookes 

University の都市デザイン研究センターにて博士学

位取得。 2008 年 7 月～TRL Limited, Centre for 

Sustainability, Senior Consultant、 2009 年 10 月～

University of Basel, Institute of Geography, Research 

Associate、2012 年 4 月～ETH Zurich, Institute for 

Spatial and Landscape Planning, Post-Doctoral Research 

Fellow、2016 年 9 月～ILS (Institut für Landes- und 

Stadtentwicklungsforschung gGmbH) 上級研究員、

2022 年 1 月より、ILS Research gGmbH に社内移動。

2018年 4月～大阪大学サイバーメディアセンター特

任講師（2019 年からクロス・アポイントメント協定

に基づく契約により特任講師（常勤））。 

 

2. 教育の概要 

2021 年度は、2 月末より 3 週間の阪大での勤務を

予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大の

影響を受け、ドイツからの海外出張が不可能になっ

たため、在宅勤務を行った。 

在宅勤務中は研究室のセミナーにオンラインで

参加し、博士後期課程学生の論文指導を集中的に行

った。昨年、大塚がドイツの研究者と発表した論文

(1)やその他の関連論文を学生に紹介しながら、「ウ

ォーカビリティ」の概念についての議論を重ねた。

その学生が筆頭著者となり、阿部研究室の研究者と

共著で書き上げた論文を、査読付きの国際ジャーナ

ルに提出することができた(2)。 

さらには、博士後期課程学生が 7 月に国際学会

(AESOP2022)で論文発表できるよう、アブストラク

トの書き方を遠隔から指導し、オンラインの口頭発

表に無事採択された。 

3. 研究の概要 

 2019 年度より計画してきた、都市計画と ICT の学

際的な研究テーマを探るための国際ワークショップ

は再延期となったが、オンラインでの国際ミーティ

ングが実現できた。ILS の研究者との意見交換を行

い、サイバーメディアセンターの研究テーマと関連

する分野（建築・都市のインフラ、ウォーカビリテ

ィ、デジタル・ツイン、ICT ツール）についての議

論ができた。コロナ禍が都市に与えた影響などを日

欧で比較することも考えながら、国際ワークショッ

プのプログラムの内容を再検討し、来年度の開催へ

向けて準備を行う機会となった。 

 また、英国のオックスフォード・ブルックス大学

と東京大学の高齢者社会総合研究機構の研究者が主

催したオンライン・セミナーに参加し、ウォーカビ

リティの研究テーマとの接点を模索した。 

 2021 年度中に、伊勢原宥人（竹中工務店）との共

同研究として提出していた論文が受理され、Local 

Environment(The International Journal of Justice and 

Sustainability)より発表された(3)。この論文では、ブ

ラウンフィールドの再利用方法の一案として近年注

目を集めているグリーンインフラ(GI)という概念が

日本では、どのように解釈されているのかを明らか

にし、大阪ベイエリアの事例をケーススタディとし

て、GI に代表される生物多様性の保全や持続可能な

土地利用方法について議論した(3)。 

 和歌山大学の宮川智子教授と英国のマージー・フ

ォレストのクレア・オルバー氏と共著で作成した論

文を、Ethics, Policy and Environment に提出し、現在

査読中である。この論文では脱工業化が進むランド

スケープにおけるオープンスペースを維持管理する

ための政策と計画において、地元住民がどのような

役割を果たしてきたのかを紹介した (4)。 

 



 

 

(1)Noriko Otsuka, Dirk Wittowsky, Marlene Damerau 

and Christian Gerten (2021) `Walkability assessment for 

urban areas around railway stations along the Rhine-

Alpine Corridor’, Journal of Transport Geography. Vol. 

93, No. 2, pp. 1-16. 

(2)Kun Yuan, Keisuke Yasufuku, Akira Takahashi, 

Noriko Otsuka and Hirokazu Abe, H. (2022, under 

review) ‘Evaluation of Spatial Characteristics and 

Walkability Using Multiple Regression Analysis: A 

Comparative Study of the Main Urban Areas of Xi’an, 

China, and Kyoto, Japan, submitted to Journal of Asian 

Architecture and Building Engineering.  

(3)Noriko Otsuka, Hirokazu Abe, Yuto Isehara and 

Tomoko Miyagawa (2021) ‘The potential use of green 

infrastructure in the regeneration of brownfield sites: 

three case studies from Japan’s Osaka Bay Area’, Local 

Environment Vol. 26, No. 11, pp. 1346-1363.  

(4)Tomoko Miyagawa, Clare Olver, Noriko Otsuka 

and Hirokazu Abe, (2022 under review) ‘Policies and 

Plans for Open Space Management in Partnership in 

Post-industrial Landscapes’, submitted to Ethics, Policy 

and Environment。 

(5)Takato Azegami, Akira Takahashi, Kensuke 

Yasufuku, Noriko Otsuka, Tomoko Miyagawa, 

Hirokazu Abe, Analysis of matters affecting land price 

fluctuations ㏌  the great east Japan earthquake, 

International Journal of GEOMATE, Jan. 2022, Vol.22, 

Issue 89, pp.55-64, DOI: 10.21660/2022.89. gxi314 

 



 

 

クロス・アポイントメント報告 
京都産業大学 × 応用情報システム研究部門 

 

1. クロス・アポイントメント教員 

特任教授（常勤） 河合 由起子 

略歴：1997 年九州工業大学情報工学部電子情報工学

科卒業。2001 年 12 月奈良先端科学技術大学院大学

情報科学研究科博士後期課程修了。同年 12 月より独

立行政法人通信総合研究所（現 国立研究開発法人情

報通信研究機構）専攻研究員。2006 年京都産業大学

理学部講師を経て 2018 年より京都産業大学情報理

工学部教授、同年 5 月より大阪大学サイバーメディ

アセンター特任教授（常勤）となり、現在に至る。 

Web マイニング、情報推薦、可視化の研究に従事。

日本データーベース学会平成 29 年度若手功績賞受

賞。情報処理学会、電子情報通信学会、日本データ

ベース学会各会員。博士（工学）。 

 

2. 目的 

 京都産業大学の教員がサイバーメディアセンター

教員に就任することにより、スマートキャンパス、

WEB、 IOT 技術等の研究開発、並びに、学生への

教育活動の深化が強く期待されるとともに、両大学

間の交流をさらに促進し、新たな共創を生み出すこ

とを目的とする。 

 

3. 運用実績 

 従事割合による計画のとおり、協定期間中 12 日間

本学で業務に従事した。 

教育においては、今年度は情報科学研究科博士前

期課程の学生に向けて「マルチメディア工学特別講

義」にて、「ビッグデータ分析の基礎と実践」として

3 コマの集中講義を実施した。（R3 年 1 月 27 日 3・4・

5 限） 

研究においては、今年度本センター教員と共に申

請し採択された科学研究費補助金課題が令和 2 年度

基盤研究(A)より、MaaS のライスとマイルとなる電

動二輪車によるデータ取得と分析を分担し、研究開

発を進めた。 

本研究成果および関連研究成果は、論文誌（IEEE 

Access、電子情報通信学会論文誌 D）、国際会議

(Bigdata、PerCom)に採択され、国内会議(DICOMO、

DEIM)を含めて成果報告した。また、本研究を基盤

とした発展的内容を本センター教員と共に科研費基

盤(B)に申請し、採択された。 

 

4. 研究成果 

[1] Ryuta Yamaguchi, Da Li, Panote Siriaraya, Tomoki 

Yoshihisa, Shinji Shimojo, Yukiko Kawai, E-Bike 

Navigation System for Safer Data Collection on 

Real-time by using Mobile Phone, The 20th 

International Conference on Pervasive Computing 

and Communications (PerCom 2022) March 21-25, 

2022 in Pisa, Italy 

[2] Da Li, Ryuta Yamaguchi, Keisuke Ato, Tomoki 

Yoshihisa, Shinji Shimojo, Yukiko Kawai, A 

Sentiment Strength Extraction Method Considering 

the Effect of Memory for Bicycle Navigation, The 

20th International Conference on Pervasive 

Computing and Communications (PerCom 2022) 

March 21-25, 2022 in Pisa, Italy. 

[3] Ryuta Yamaguchi, Panote Siriaraya, Da Li, Tomoki 

Yoshihisa, Shinji Shimojo, Yukiko Kawai, A 

Proposal of Data Collection by Mobility Users on 

Real-time for e-Bike Navigation System, 2021 

IEEE International Conference on Big Data(IEEE 

BigData 2021), Online, December 15-18, 2021. 

[4] 山口琉太, 栗達, Panote Siriaraya, 義久智樹, 下

條真司, 河合由起子, 二輪車走行中の安全なデ

ータ取得ナビによる潜在的快適性分析と快適な

経路推薦手法の提案, 第14回データ工学と情報

マネジメントに関するフォーラム(DEIM Forum 

2022), A41-5, オンライン, 2022 年 2 月 28 日-3

月 2 日. 

 



 

 

クロス・アポイントメント報告 
兵庫県立大学 × 応用情報システム研究部門 

 

1. クロス・アポイントメント教員 

特任教授（常勤） 水野（松本） 由子 

略歴：1991 年 3 月滋賀医科大学医学部医学科卒業、

1991年 5月大阪大学医学部附属病院精神神経科 研

修医、1996 年 3 月大阪大学大学院医学系研究科博士

課程修了、1996 年 4 月大阪大学医学部附属バイオメ

ディカル教育研究センター基礎系医員、1998 年 4 月

大阪大学大学院基礎工学研究科ポスドク・リサーチ・

アソシエイト、1999 年 4 月 Johns Hopkins University、 

Department of Neurology、Postdoctoral Research Fellow、

2000 年 4 月大阪城南女子短期大学助教授、2003 年 3

月大阪大学大学院工学研究科博士後期課程修了。

2004年 4月兵庫県立大学大学院応用情報科学研究科

助教授、2007 年准教授、2011 年教授。2016 年副研

究科長。2021 年情報科学研究科教授。日本精神神経

学会専門医、指導医。日本臨床神経生理学会認定医

（脳波分野）、代議員。 

 

2. クロス・アポイントメント概要 

機械学習を用いた脳・神経機能解析による快適度・

集中力評価と情動状態・屋内環境を調整するプロジ

ェクトに関する研究・教育 

 

3. 運用実績 

従事割合による計画のとおり、協定期間中 12 日間

本学で業務に従事した。 

Society 5.0 における学校や職場での快適度・集中

力を、脳・神経機能計測によりモニタリングし、人

の情動状態や屋内環境を調整するプロジェクトを推

進した。 

2021 年度は、サイバーメディアセンターの教員と

共にデータビリティフロンティア機構の長原一教授

や武村紀子准教授、中原悠太准教授等とも共同研究

を実施し、研究成果を学会発表するなどした。 

また、本学の男女協働アクションプラン推進の一

助とすべく、研究を志す女子学生、教員ポストを目

指す女性研究者、本学の男女協働参画に関心を持つ

研究者等に向け制作した「サイバーメディアセンタ

ーで活躍する女性研究者ロールモデル集」の Web サ

イトにおいて、多様な研究者像のロールモデルとし

て、本学とのクロス・アポイントメントや共同研究、

キャリアの変遷、ワークライフバランスなどについ

て上田教授を紹介し、その活躍を情報発信すること

で、次世代の女性研究者育成と良好なダイバーシテ

ィ環境の構築に取り組んだ。 

（https://www.cmc.osaka-u.ac.jp/interview/index.html） 

 

7. 研究成果 

・ Yoshihiro Tsuji, Yasumasa Hitomi, Yuko Mizuno-

Matsumoto. The association between ultrafiltration rate 

and mortality in a cohort of chronic hemodialysis 

patients with and without diabetes mellitus: a 7-year 

resrospective observational study. Bulletin of 

Morinomiya University of Medical Sciences, Vol. 15, p. 

1-10, May 1, 2021（査読なし）  

・Steven MA Carpels, Yusuke Yamamoto, Yuko Mizuno-

Matsumoto. Graph theoretical analysis of interictal 

EEG data in epilepsy patients during epileptiform 

discharge and non-discharge. International Journal of 

Affective Engineering (IAJE). Vol. 20, No. 3, pp. 131-

142, Doi.org/10.5057/ijae.IJAE-D-20-00026, July 30, 

2021  

・Ronald P. Lesser, W. R. S. Webber, Diana L. Miglioretti, 

Yuko Mizuno-Matsumoto, Ayumi Muramatsu, Yusuke 

Yamamoto. Attention, Not Performance, Correlates 

With Afterdischarge Termination During Cortical 

Stimulation, frontiers in Human Neuroscience, Vol. 14, 

Article 609188, DOI.org/10.3389/fnhum.2020.609188, 

Jan. 22, 2021 

・藤後栄一，山本祐輔，村松歩，水野（松本）由子．

看護学生を対象としたランダム化比較試験におけ

る課題遂行時の脳波に及ぼすマインドフルネスの



 

 

影響，看護理工学会誌，Vol. 9, pp. 47-59, Dec. 01, 

2021, Doi.org/10.24462/jnse.9.0_47  

・村松歩，山本祐輔，水野（松本）由子. スマートフ

ォンから受ける情動刺激後における脳波の相互相

関解析, 知能と情報（日本知能情報ファジィ学会

誌），Vol. 33，No. 3，pp. 711-717, Aug. 1, 2021, 

Doi.org/10.3156/jsoft.33.3_711  

・山本祐輔，村松歩，水野（松本）由子. 特性不安の

違いによる視聴覚刺激後の脳波のグラフ理論解析，

電気学会論文誌 C，Vol. 141，No. 10，pp. 1059-1068, 

Oct. 1, 2021, DOI.org/10.1541/ieejeiss.141.1059  

・藤後栄一, 山本祐輔，水野（松本）由子. 大学生を

対象としたマインドフルネスによる自律神経機能

と課題遂行向上の評価 , 電気学会論文誌 C，

Vol.141 No.7 pp.784-794, July 1, 2021, 

DOI.org/10.1541/ieejeiss.141.784  

・関谷まり, 松熊秀明, 尾崎朋文, 山本祐輔，水野（松

本）由子. 若年女性における経穴刺激セルフケア

の冷え改善効果の自律神経機能評価, 日本福祉工

学会誌, Vol. 31, No. 1, pp. 4-11, Jun. 1, 2021  

・笠井 亮佑，島峰 徹也，上條 史記，加納 敬，荻

野 稔，田仲 浩平，篠原 一彦，水野（松本）由子. 

VR を用いたペインマネジメントに向けた気分状

態の違いによる電流痛感度と自律神経活動の影響

の評価, 日本福祉工学会誌, Vol. 31, No. 1, pp. 34-41, 

Jun. 1, 2021  

・笠井 亮佑、上條 史記、島峰 徹也、加納 敬、荻

野 稔、田仲 浩平、篠原 一彦、水野（松本）由子. 

心理的気分状態評価の違いによる VR 環境におけ

る脳波活動と体表面知覚電流感度の評価, 日本バ

ーチャルリアリティ学会論文誌, Vol. 26, No. 1, No. 

1, pp. 4-13, Apr. 1, 2021  

・村松歩，山本祐輔，水野（松本）由子. 統合失調症

患者における脳波の複雑ネットワーク解析，電子

情報通信学会和文論文誌，Vol.J104-D, No.04,pp. 

442-452, Apr. 1, 2021  

・備前宏紀，木村大介，大歳太郎，吉弘奈央，水野

（松本）由子. 運動学習過程における脳血流動態

およびグラフ理論を用いた脳内ネットワークの変

化から運動課題介入期間の検討，作業療法，vol. 40, 

pp. 281-290, 6 月 1 日 ， 2021, 

DOI.org/10.32178/jotr.40.3_281 

・Yoshihiro Tsuji, Harutaka Araki, Ryota Inoue, Saya 

Tanaka, Yuko Mizuno-Matsumoto, Tomotaka 

Naramura, Shintaro Kudo, Kazuya Iwai, Application of 

spent coffee grounds in water treatment for 

hemodialysis by adsorption of residual chlorine, The 

28th Association for the Science and Information on 

Coffee (ASIC 2021), Montpellier SupAgro, France, 

June 28-July 1, 2021  

・Yuko Mizuno-Matsumoto, Time-lag analysis for EEG 

and ANS responses to emotional memory processing, 

International Joint Meeting 2020 in Kansai (ISBET), 

Osaka, Empire Hotel Osaka, Feb. 25-27, 2021  

・ Yusuke Yamamoto, Ayumi Muramatsu, Hajime 

Nagahara, Noriko Takemura, Yuta Nakashima, Yuko 

Mizuno-Matsumoto, Shinji Shimojo, Evaluation of the 

emotional status using graph theory analysis in EEG 

using audiovisual simulation, International Joint 

Meeting 2020 in Kansai (ISBET), Osaka, Empire Hotel 

Osaka, Feb. 25-27, 2021  

・Kento Harachi, Yusuke Yamamoto, Ayumi Muramatsu, 

Hajime Nagahara, Noriko Takemura, Yuta Nakashima, 

Yuko Mizuno-Matsumoto, Shinji Shimojo, 

Classification of mental states using neural network in 

pulse wave analysis, International Joint Meeting 2020 

in Kansai (ISBET), Osaka, Empire Hotel Osaka, Feb. 

25-27, 2021  

・Bizen Hiroki, Kimura Daisuke, Ohtoshi Taro, Yoshihiro 

Nao, Mizuno-Matsumoto Yuko. Study on the 

relationship between brain activity and performance of 

the motor learning process in healthy subjects, 

International Joint Meeting 2020 in Kansai (ISBET), 

Osaka, Empire Hotel Osaka, Feb. 25-27, 2021 

・荒木陽孝，藤澤純奈，三村彩莉，大久保さやか，

人見泰正，水野（松本）由子，辻義弘．糖尿病性

腎症患者の性格特性と心理的状態が病者役割行動

に与える影響について，第 32 回日本サイコネフロ

ロジー学会学術集会・総会，島根件松江市，12 月

11－12 日，オンライン，2021  



 

 

・濱洲智朗，伊藤匠，佐久間俊，水野（松本）由子，

辻義弘．マスク着用時の笑顔こそ口角を上げる ー

脳波計を用いた臨床工学技士養成大学における接

遇教育の試みー，第 32 回日本サイコネフロロジー

学会学術集会・総会，島根件松江市，12 月 11－12

日，オンライン，2021  

・井上竜汰，荒木陽孝，人見泰正，佐久間俊，水野

（松本）由子，辻義弘．なぜ穿刺ミスをしてしま

うのか？穿刺時に起こるイップスと性格特性の関

係，第 32 回日本サイコネフロロジー学会学術集

会・総会，島根件松江市，12 月 11－12 日，オンラ

イン，2021  

・伊藤匠，濱洲智朗，佐久間俊，大久保さやか，藤

江建朗，人見泰正，水野（松本）由子，辻義弘．

「対象喪失と喪の仕事」に着目した臨床工学技士

養成大学におけるサイコネフロロジー教育の試み，

第 32 回日本サイコネフロロジー学会学術集会・総

会，島根件松江市，12 月 11－12 日，オンライン，

2021  

・村松歩、山本祐輔、原地絢斗、長原一、水野（松

本）由子、下條真司．疲労時におけるスマートフ

ォン利用時の脳波の相互相関解析、第 51 回日本臨

床神経生理学会学術大会、仙台国際センター、宮

城県仙台市、12 月 16-18 日、臨床神経生理学、Vol. 

49, No. 05, p. 394, 2021  

・山本祐輔, 村松歩, 原地絢斗, 長原一, 武村紀子, 

中島悠太, 水野（松本）由子, 下條真司．脳波と心

電図を用いたリカレントニューラルネットワーク

による快・不快情動の判別評価、第 51 回日本臨床

神経生理学会学術大会、仙台国際センター、宮城

県仙台市、12 月 16-18 日、臨床神経生理学、Vol. 

49, No. 05, p. 429, 2021  

・原地絢斗、山本祐輔、村松歩、長原一、水野（松

本）由子、下條真司．RNN と MLP を使用した脈

波解析による精神状態判別手法の開発、第 51 回日

本臨床神経生理学会学術大会、仙台国際センター、

宮城県仙台市、12 月 16-18 日、臨床神経生理学、

Vol. 49, No. 05, p. 429, 2021  

・田中さや, 村松歩, 山本祐輔, 原地絢斗, 長原一, 

武村紀子, 中島悠太, 水野（松本）由子, 下條真司．

情動視聴覚刺激後の脳波における回帰分析を用い

た時系列変化、第 51 回日本臨床神経生理学会学術

大会、仙台国際センター、宮城県仙台市、12 月 16-

18 日、臨床神経生理学、Vol. 49, No. 05, p. 394, 2021  

・関谷まり、辻下守、山本祐輔、水野(松本)由子．若

齢女性における冷え症の手浴効果における自律神

経評価、第 51 回日本臨床神経生理学会学術大会、

仙台国際センター、宮城県仙台市、12 月 16-18 日、

臨床神経生理学、Vol. 49, No. 05, p. 443, 2021  

・藤堂敦、柴田幸美、吉岡正訓、山中泰弘、西村昌

美、水野（松本）由子．医療機器管理におけるノ

ンテクニカルスキル導入の現状と効果、日本医工

学治療学会第 37 回学術大会、5 月 1-2 日、都市セ

ンターホテル、東京都千代田区、2021 

 



 

 

AXIES 大学 ICT 推進協議会 2021 年度年次大会のブース出展報告 
サイバーメディアセンター／情報推進部 

 

1 はじめに 
 大学 ICT 推進協議会（AXIES: Academic eXchange 

for Information Environment and Strategy）は、高等教

育・学術研究機関における情報通信技術を利用した

教育・研究・経営の高度化を図り、我が国の教育・

学術研究・文化ならびに産業に寄与することを目的

とし、2011 年度に設立された協議会である。本協議

会には、2021 年 11 月時点で、国内の 136 の大学と

3 の研究機関が正会員として、また、79 の企業が賛

助会員として参画している。 

 本協議会では、会員相互の情報交換の場として、

年次大会を年に一度開催しており、2021 年度は 12

月 15 日（水）～17 日（金）に幕張メッセにて開催

された（図 1）。年次大会は、企画セッション、一般

セッション、ポスターセッション、出展者セミナー、

展示、全体会のカテゴリで構成され、このうち企画

セッション、一般セッション、ポスターセッション、

全体会については、新型コロナウイルスの影響で現

地参加がかなわないケースへの対応として、オンラ

イン中継が行われた。大阪大学サイバーメディアセ

ンター・情報推進部では、1 件の企画セッションで

の発表、3 件の一般セッションでの発表、展示ブー

スの出展を行った。本報告書では、大阪大学サイバ

ーメディアセンターとして出展した 2021 年度のブ

ース展示における取り組みについて報告する。 

 

2 展示内容 
 2021 年度は、サイバーメディアセンターから教員

2 名、情報推進部から職員 2 名の総勢 4 名の体制で

3 日間の展示活動に取り組んだ。展示ブースでは、

サイバーメディアセンターおよび情報推進部におけ

る教育・研究支援，大学 ICT 基盤に関する取組みに

ついて、ポスターにより報告・紹介すると共に、サ

イバーメディアセンターの要覧を広報資料として配

布した。 

 ポスターのタイトルは次のとおりである。 

(1) 大阪大学サイバーメディアセンターの主な活

動内容 

(2) ODINS の運用状況と今後の展望 

(3) IaaS，SaaS 

(4) BYOD に対応した VDI をベースとする情報教

育システム 

(5) 言語教育支援システム 

(6) 教育学習支援・情報教育支援の取り組み 

以下、これらについて概説する。 

(1) 大阪大学サイバーメディアセンターの主な活

動内容 

スーパーコンピュータシステムや教育系サー

ビスといった、サイバーメディアセンターが提

供している各種システムやサービスの概要、ま

た、当センターが行っているアウトリーチ活動

等、当センターの活動について包括的に紹介し

た。 

(2) ODINS の運用状況と今後の展望 

大阪大学総合情報通信システム（Osaka Daigaku 

Information Network System: ODINS）では、学内

の教育活動を支える ICT基盤として構築が進め

られてきた。運用規模の拡大や利用者から頂く

要望への対応に伴い、業務負担も増している。

ポスターでは、本学のネットワーク概要、セキ

ュリティ・キャンパス無線 LAN サービスに関

する運用課題と対策、コロナ禍でキャンパス無

線 LAN サービスや VPN サービスの需要が増加

していること等について紹介した。 

(3) IaaS，SaaS 

計算機リソースを柔軟に変更可能な仮想サー

バホスティングサービスを提供している。また、

この環境上でスケールアウト可能な電子メー

ルサービスを構築し、学内利用者向けに提供し

ている。ポスターでは、現在行っているサーバ

集約の推進等、本仮想化基盤の現状について報

告した。 



 
 

 

(4) BYOD に対応した VDI をベースとする情報教育

システム 

本事業では、仮想デスクトップ環境（VDI）を

利用し、持ち込み端末に対応（BYOD 対応）す

ることで、メンテナンスコストの削減とユーザ

の利便性の向上を両立することを目指してい

る。ポスターでは、2017 年に更新を行った教育

用電子計算機システム（情報教育システム）の

現状について紹介した。 

(5) 言語教育支援システム 

言語教育支援研究部門では、個人の習熟度レベ

ルに応じた外国語学習や異文化理解教育を支

援 す る CALL （ Computer Assisted Language 

Learning）システムの提供を行なっている。ポス

ターでは、ICT を活用した言語教育支援につい

て紹介した。 

(6) 教育学習支援・情報教育支援 

情報メディア教育研究部門では、高度な情報教

育環境の構築、情報教育と情報倫理教育の実施、

情報教育担当者へのファカルティディベロッ

プメント等の教育と研究を実施している。ポス

ターでは、本学の LMS である授業支援システ

ム CLE のコロナ禍における利用急増とその対

応や、全学の新入生向けに開講している情報リ

テラシ科目について紹介した。 

 

3 おわりに 
 大阪大学サイバーメディアセンターとして、大学

ICT 推進協議会の年次大会に 10 回目の展示を行っ

た。本年次大会は、センターにとって重要なアウト

リーチ活動の場であり、大会事務局からの情報によ

ると、893 名（展示関係者を除く）の来場があり、盛

況のうちに終わった。 

国際的なアウトリーチ活動としては、2000 年度よ

り毎年 11 月に米国で開催される国際会議・展示会

SC において研究ブースを出展している（2020、2021

年度は不参加）。また、毎年秋に米国で開催される、

大学 ICT 推進協議会の源流ともいえる EDUCAUSE

の年次大会にも、サイバーメディアセンターならび

に情報推進部の教職員を派遣している。 

今後も、サイバーメディアセンターならびに情報

推進部の教職員が各々の見識を広げ、先進的かつ安

定的な ICT 戦略を企画推進し、その成果を国内外に

広く発信していくと共に、我が国における教育・学

術研究・文化ならびに産業に寄与していくことがま

すます重要であると考えられる。 

 

 

 

 

図 1 AXIES 2021 の様子 
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  Cyber HPC Symposium 2022 では、適正な研究デー

タ管理基盤の研究開発・運用に携わる産学の専門家

をお迎えし、本センターの大規模計算機システムの

利活用事例、および 新の研究開発動向を踏まえつ

つ、スーパーコンピュータを利用する研究とその

データマネージメントの今後の課題と将来を考える

ことをねらいとして、サイバーメディアセンター主

催、大阪大学附属図書館共催、学際大規模情報基盤

共同利用・共同研究拠点の協賛のもと 2022 年 3 月

14 日に開催した（図 1）。2022 年 3 月においても新

型コロナウィルス感染症の影響が残り、国内では 3

度目のワクチン接種が本格化しつつあるなかでのオ

ンライン開催となった。 

本シンポジウムには、総計 106 名の参加登録と

なった。その内訳は、阪大内 14 名、阪大外 92 名で

あった。また、学術からは 56 名、産業界からは 50

名という内訳であり、学術よりも産業界からの注目

が高くなっていた。本シンポジウムは、例年の年度

末開催となり、スケジュール的に忙しい時期であっ

たが、オンライン開催の利便性・気軽性もあり、開

会から閉会まで終始 70 名程度が聴講いただけてい

たようであった。オンラインではあったが、大盛況

なシンポジウムとなり、講演者、パネリストをはじ

め、出席いただいた方には、大変感謝したい。

 
図 1： Cyber HPC Symposium 2022 Online ポスター 

 

 本シンポジウムは、朝 09:30に開会（接続受付 09:00

から）し、夕方 17:10 に閉会する一日での開催であっ

た。シンポジウムの実施に際しては、Cyber HPC 

Symposium 2020 Online、Cyber HPC Symposium 2021

では Webex Events を利用したが、Cyber HPC 

Symposium 2022 では Zoom を利用した。講演者およ

びパネリストへの参加者からの質問は、すべて主催

者へのチャット機能で行い、座長が適宜選択し、講

演者およびパネリストへ伝達する形をとった。 

本シンポジウムは、6 件の講演（1 件はサイバーメ

ディアセンターからの報告：応用情報システム研究

部門 伊達 進准教授）とパネルディスカッション（応

用情報システム研究部門 木戸善之講師が座長）から



 

 

プログラムを構成した。当日は、下條 真司センター

長・教授の挨拶をもって開会がなされた（図 2）。な

お、シンポジウムの総合司会として、サイバーメディ

アセンターサイバーコミュニティ研究部門安福健祐

准教授が務めた（図 3）。 

 

 
図 2：下條センター長による開会の挨拶 

 
図 3：総合司会を務める安福准教授 

 

以下、講演内容、パネルディスカッションについ

て簡単に報告する。 

 

＊基調講演「データ利活用に向けた仮想化基盤 mdx」 

 東京大学情報基盤センター  

 スーパーコンピューティング研究部門 教授 

塙 敏博 氏 

 

図 4：塙氏の基調講演 

 本基調講演は、東京大学情報基盤センターより塙

敏博氏をお招きし、同センターが統括し、北海道大

学情報基盤センター、東北大学サイバーサイエンス

センター、筑波大学人工知能科学センター、国立情

報学研究所、産業技術総合研究所、東京工業大学学

術国際情報センター、名古屋大学情報基盤センター、

京都大学学術情報メディアセンター、大阪大学サイ

バーメディアセンター、九州大学情報基盤研究開発

センターで連携して推進する、データ活用社会創成

プラットフォーム共同研究基盤mdxについてご講演

いただいた（図 4）。ご講演では、Society5.0 が実現

すべき知識集約社会が示され、mdx の目指す方向性

や目的とともに、mdx で利用される計算基盤の詳細

について報告された。導入されている計算基盤では、

利用者のニーズに応じて、ウェブインタフェースか

ら計算機仮想化技術やネットワーク仮想化技術を駆

使して、計算環境を提供できる仕組みについて紹介

された。また、モバイル SINET（広域データ集約基

盤）では、いわゆる携帯電話の SIM を提供し、モバ

イル端末からのデータを集約することが可能である

といったことや、mdx で扱うデータはセキュリティ

の要求されるデータを扱うという視点からmdxで利

用されるストレージはケージに囲まれており、厳し

い入室管理をするデータ管理体制についても言及さ

れた。さらに、mdx を実際に利用し、mpi の性能に

ついてデモ実演も示され、データ利活用に向けた

mdx の利用を呼びかけられた。講演後の質問では、

セキュア IoT における IPv6 は End-to-End で通信さ

せるのか？といった技術的な質問がなされており、

聴講者から実際に利用する視点からの関心がうかが 

えた。 

 

＊「歯科診療におけるビッグデータの蓄積と活用

『myDentalAI プロジェクト』」 

 大阪大学 歯学部附属病院 医療情報室／ 

オーラルデータサイエンス共同研究部門 

室長・准教授 野崎 一徳 



 

 

 

図 5：野崎一徳氏の講演 

 

本講演は、大阪大学サイバーメディアセンターの

利用者事例として、大阪大学歯学部附属病院 医療情

報室 室長・准教授／オーラルサイエンス共同研究部

門 野崎一徳氏にご講演いただいた。同氏のご講演は、

歯科医療の歴史や歯科医療の定義に踏み込んだイン

トロより開始され、歯学部附属病院 オーラルデータ

サイエンス共同研究部門で研究開発が推進される

AI 歯科医療に向けた取り組み内容が紹介された。具

体的には、同共同研究部門では、歯科医師による治

療行動や利用する歯科機材情報を学習させ、歯科医

師による治療行為を推定するなどの AI エンジンを

開発していることが紹介された。また、大阪大学サ

イバーメディアセンター、歯学部附属病院、日本電

気株式会社で連携・共同してきた S2DH プロジェク

トについても紹介され、当該プロジェクトで開発さ

れてきた AI エンジンについての紹介もなされた。

本講演内においては、歯学部附属病院が目指す AI

を活用した未来の歯科医療の映像も紹介された（図

5）。さらに、大阪大学サイバーメディアセンターと

歯学部附属病院で試験導入した、秘匿性の高いデー

タをスーパーコンピュータシステムで利活用するセ

キュアステージング、および、本学のデータ集約基

盤 ONION を活用した今後の計画が示された。本講

演に対する質問として、本プロジェクトの目的の一

つである教育支援への考え方についての質問が寄せ

られ、歯科医師の資格試験に実技を導入した場合に

AI によって動きを評価するなどのアイデアが示さ

れた。 

 

＊「データ集約基盤 ONION の概要と今後の課題」 

 サイバーメディアセンター 

応用情報システム研究部門 

准教授 伊達 進 

 

図 6：伊達進准教授の講演 

 

 本講演では、大阪大学サイバーメディアセンター

が試験導入したデータ集約基盤 ONION(Osaka 

university Next-generation Infrastructure for Open 

research and open innovatioN)について紹介され、今後

の課題や方向性についての講演となった（図 6）。講

演では、ONION は、2021 年 5 月に導入されたスー

パーコンピュータ SQUID (Supercomputing for Quest 

to Unsolved Interdisciplinary Datascience)の調達にあ

わせてPoC実装で導入されたデータ集約基盤であり、

学内外の学術研究を発展させるための７つの要件を

実現する仕組みであることが報告された。広域化・

グローバル化する学術研究、AI、ML、DL をキーワー

ドとする HPDA(High Performance Data Analysis)分野

の急速な発展を背景にしつつ、研究の再現性を担保

するための適正なデータ管理を可能にするデータ集

約基盤の実現を目指したことが紹介された。また、

ONION は、7 つの要件を実現するために、並列ファ

イルシステム DDN 製 EXAScaler、オンラインスト

レージ NextCloud、および、オブジェクトストレー

ジ Cloudian 製 HyperStore を S3 プロトコルを中核と

してまとめ上げた solutionであることも報告された。

講演の 後には、データ集約基盤 ONION は現段階

では試験導入の段階であり、真に利用されるデータ

集約基盤実現のためには、学内組織の密な連携とと

もに、ONION を実際利用する利用者の声をもとに



 

 

ONION の技術課題を解決していくこと、また、デー

タ管理体制やポリシーの策定を進めていくことが重

要であると言及された。本講演後の質問では、実際

の利用者より大量データを扱う際の性能や、データ

公開にむけた具体的な方向性の有無についての質問

が寄せられた。 

 

＊招待講演「理化学研究所のデータ管理システムと

連携」 

理化学研究所 情報統合本部 基盤研究開発部門 

データ管理システム開発ユニット 

ユニットリーダー 實本 英之 氏 

 

図 7：實本英之氏の招待講演 

 

本講演は、理化学研究所情報統合本部基盤研究開

発部門データ管理システム開発ユニットよりユニッ

トリーダーである實本英之氏をお招きし、理化学研

究所のデータ基盤およびデータ管理のための体制な

どオープンサイエンスにむけた取り組み内容が紹介

された（図 7）。同氏の講演では、理化学研究所のデー

タ科学基盤 Hokusai-SailingShip について紹介される

とともに、同研究所のデータ管理ポリシーおよび体

制について、その背景とともに解説がなされた。理

化学研究所では、国立情報学研究所(NII)が推進・提

供する GakuNinRDM を利用するのではなく、同研究

所内に on-premise でクローンを構築し運用している

ことが紹介された。同研究所では、データ基盤の実

現に際して、研究管理と公開を高度に管理したいと

いう背景があるという考え方についても紹介がなさ

れた。アクセス制御問題やデータ転送の問題など今

後取り組まなければならない課題について述べられ

講演をまとめられた。 

本講演の質疑では、研究所内外の研究者が連携し

て行う研究の場合、研究所側に代表者がいることを

想定したシステムと思えば良いかという質問に対し

て、そのとおりであるという回答があった。 

 

＊招待講演「国立情報学研究所が提供する研究デー

タ管理サービス」 

国立情報学研究所 コンテンツ科学研究系／ 

オープンサイエンス基盤研究センター 

副センター長・准教授 込山 悠介 氏 

 

図 8：込山悠介氏の招待講演 

 

本講演は、国立情報学研究所 オープンサイエンス

基盤研究センター 副センター長・准教授 込山悠介

氏をお招きし、同研究所が研究開発・推進する

GakuNinRDM についてご講演いただいた（図 8）。同

氏は、なぜ同研究所が GakuNinRDM といったデータ

管理に携わっているのか？を説明するために国立情

報 学 研 究 所 の 概 要 か ら 講 演 を 開 始 さ れ 、

GakuNinRDM のサービスビジョンについて示され

た。サービスビジョンでは、研究推進と研究構成を

支える 2 本の柱があることが示された。また、同研

究所ではデータ管理基盤 GakunNinRDM、データ検

索基盤 CiNii、データ公開基盤 JAIRO から構成され

る NII Research Data Cloud を運用開始している旨に

ついての報告もなされた。また、データの

Open/Closed 戦略についての考え方も紹介された。さ

らに、GakuNinRDM を利用している大学や、理化学

研究所、mdx などの連携事例についても紹介がなさ

れ、GakuNinRDM による全国的なデータ管理がすめ

られていることが報告された。 

本講演後には、講演内で示された 5GB のデータ制



 

 

限に対して、実際の学術研究では 5GB をこえるデー

タを扱う分野も多いので、その点についての今後の

対応など具体的な質問や、産学連携の共同研究にお

いて GakuNinRDM を利用する場合についての質問

が寄せられた。 

 

＊「大阪大学レーザー科学研究所における共同利

用・共同研究でのデータ活用と管理」 

大阪大学 レーザー科学研究所 

理論・計算科学研究部門 

准教授 長友 英夫 氏 

 

図 9：長友英夫氏の講演 

 

本講演では、大阪大学レーザー科学研究所から、

同研究所における共同利用・共同研究でのデータ活

用と管理について、利用者事例としてご講演いただ

いた（図 9）。講演では、同研究所が推進する先端研

究基盤共用促進事業（先端設備プラットフォームプ

ログラム）「パワーレーザーDX プラットフォーム」

について紹介いただきながら、同研究所で実施され

る実験やシミュレーションのデータの信頼性、安定

性、利便性を高めるためのデータ管理基盤について

利用者視点から報告いただいた。講演の 初には、

レーザー科学研究所内でどのような実験データを管

理しているか？を紹介するために、具体的な事例が

示された。その後、このようなデータを管理するた

めには、Linux や Oracle のアクセス制御の仕組みで

は不十分であることについて言及がなされた。その

後、同研究所では、レーザー科学研究所内での研究

の進め方を熟知している研究者らによって開発され

た SEDNA と呼ばれる全国の共同研究者が利用でき

る実験データベースの仕組みを有しており、レー

ザーデータ、計測データ、ターゲットデータなどを

管理する仕組みを開発・運用してきた実績があるこ

とが紹介された。また、大阪大学サイバーメディア

センターが推進するデータ集約基盤 ONION は、パ

ワーレーザーDX 事業の外部向けサービスと目指し

ている部分は同じであり、ONION を活用できないか

という視点から、試験的に利用を開始しているとい

う報告がなされた。さらには、計算基盤とデータ基

盤をもったサイバーメディアセンターは貴重であり

重要であるとの力強い応援の言葉をいただいた。ま

た、これらはともに重要であるので、スーパーコン

ピュータの予算をデータ基盤に使うのではなく、新

たに整備・構築して欲しい旨の希望が述べられた。 

本講演に対しては、SEDNA への移行期間について

や、移行に対して研究者からの抵抗がなかったかと

いう質問が寄せられ、きちんと指針を示せば研究者

は協力してくれるといった回答があった。 

 

 パネルディスカッション「スーパーコンピュー

タとデータ管理のあり方」 

座長： 

大阪大学 サイバーメディアセンター応用情報シ

ステム研究部門 講師 

木戸 善之 

パネリスト： 

大阪大学 附属図書館 研究開発室／サイバーメ

ディアセンター 助教 

甲斐 尚人 

国立情報学研究所 コンテンツ科学研究系／オー

プンサイエンス基盤研究センター 

副センター長・准教授 

込山 悠介 

理化学研究所 情報統合本部 基盤研究開発部門

データ管理システム開発ユニット ユニットリー

ダー 

實本 英之 

大阪大学 レーザー科学研究所 

理論・計算科学研究部門 准教授 



 

 

長友 英夫 

大阪大学 サイバーメディアセンター 

高性能計算・データ分析融合基盤協働研究所 

研究員／日本電気株式会社 AI プラットフォーム

事業部 エキスパート 

並木 悠太 

大阪大学 歯学部附属病院 医療情報室／ 

オーラルデータサイエンス共同研究部門 

室長・准教授 

野崎 一徳 

 

 

図 10：パネリストの皆様方と座長 

 

図 11：座長を務める木戸善之講師 

 

本パネルディスカッションは「スーパーコン

ピューティングとデータ管理のあり方」というテー

マで行った。近年の大学では、産業利用、産業共創

が求められる傾向がある。また、本学においては、

外国大学や研究所との共同研究を推奨する動きもあ

る。また、学術データの適正な管理や公開にむけた

動きも活発化している。こうした背景から、サイバー

メディアセンターのような大量のデータが解析・計

算処理される計算機センターでは、今後ますます

データ管理・公開に対して担う役割は重大化するこ

とも予測される。そのような視点から、本シンポジ

ウムでは、スーパーコンピューティングを活用する

学術研究におけるデータ管理とはいかなるべきであ

るか？また、産業利用、産学共創の発展・加速には

どのようなデータ基盤があるべきか？そして、どの

ように推進するべきなのか？そして、どのような今

後の課題があるのか？を議論することを目的として、

「スーパーコンピューティングとデータ管理のあり

方」とのテーマでのパネルディスカッションを企画

した。 

パネリストには、適正な研究データ管理基盤の研

究開発・運用に携わる産学の専門家およびその利用

者にご参加いただき（図 10）、本センターの応用情

報システム研究部門 木戸善之講師が座長を務めた 

（図 11）。 

  

以下、パネルディスカッションの内容を簡潔にま

とめる。昨年と同様にオンラインでの実施となった

が、今回のテーマが理念的なテーマであり、またシ

ンポジウム参加者のパネルディスカッションへの参

加がチャットに限定された形であったため、参加者

の表情での関心の度合いを伺いながら話題の切り替

えなどオンラインでの実施の難しさが残るもので

あった。パネルディスカッションでは、大学計算機

センター側の立場、産業応用に展開する立場の両側

から議論をしていただくという点で、まずパネリス

トの皆様方から、自己紹介をかねてそれぞれの関わ

るデータ管理についての意見や考え方を述べていた

だいた。パネルディスカッションは 2 つのテーマで

議論を行った。1 つは「データの変容、これからの

データ」というテーマでパネリストからの意見を頂

いた。 

 スーパーコンピューティングの利用形態も多様化

し、共同研究者らによるデータ共有手段が必要とさ

れている。データの取り扱う方法、共有する手段を

多様化させる一方で、世界的にみて状況が激動して

いる昨今、研究成果をなんでもオープンにするので

はなく、オープンにする相手や、またオープンデー



 

 

タを誰が参照しているかを管理することも必要であ

るとの意見も頂いた。 

また 2 つめのテーマである「データ基盤に求める

こと」では、上述した共有化手法の議論とは違う側

面からの意見として、セキュリティの問題も出され

た。例えば医療情報など個人情報を取り扱う研究に

おいても大量データを解析する上で、スーパーコン

ピューティングの資源を必要としている。堅牢なセ

キュリティ環境を求めていながらも共用計算機を必

要としている研究プロジェクトも増加しており、

ユーザの権限を従来までのユーザ、グループでの

ロール管理だけでなく、アクセス管理の手法も多様

化する必要があると示唆された。データの共有手段、

セキュリティ機能など基盤センターが運用するべき

データ基盤に必要な機能について、闊達な議論がな

された。 

後に、本シンポジウムは、本センターの副セン

ター長・教授 降籏大介氏より、本シンポジウムの総

括・感想を持って閉会した（図 12）。同氏は本講演

の講演、パネルディスカッションの議論を振り返り、

データ管理にむけた取り組みが成熟期にあることを

実感した旨を述べられた。 後に、サイバーメディ

アセンターへのご支援をお願いしたいと結んだ。 

 

図 12：閉会の挨拶をする降籏 大介副センター長 

 

図 13：シンポジウム開催中の事務局の様子 

 Cyber HPC Symposium 2022 は、 Cyber HPC 

Symposium としては 3 回目のオンライン開催となり、

前述の通り、ツールとしては Zoom を利用した。こ

れは、前回開催の際、終始くしゃみや鼻をすする音

が入るというトラブルがWebex Eventsで発生したこ

とによる。その際、事務局サイドからは、Webex を

通じて参加者全てのマイク状態がみえるので、全て

の参加者がミュート状態であることを確認したのだ

が、それでも音が入り続けるというトラブルが発生

した。このため、今回は Zoom 利用に切り替えた。

オンラインでの開催は慣れてきたものの、やはり想

定外のトラブルが発生する。講演中に音が途切れた

り、映像が途切れたりする問題はネットワークの状

態に応じても発生する。本報告書執筆時点において

も、新型コロナウィルス感染症拡大の影響はあり、

なかなかオフラインでの開催に舵をきれない。通常

であれば、パネルディスカション後はレセプション

開催によりパネリスト、講演者、参加者による議論

が継続するとともに、共同研究や連携の話につな

がったりする。ウィズコロナなどという言葉もある

が、やはりはやく対面でも開催できる時代になって

欲しいものである。オンラインは効率的ではあるの

だが、人と人がふれあうことで期待できる効果が相

当失われている気もする。 

後ではあるが、忙しい時期にシンポジウムに出

席いただいた方には今一度感謝したい。 



 

 

2021 年度 大型計算機システム公募型利用制度 成果報告会 開催報告

吉野 元 1 菊池 誠 1 木戸 善之 2 伊達 進 2 勝浦 裕貴 3 寺前 勇希 3  木越 信一郎 3 

大規模計算科学研究部門 1 応用情報システム研究部門 2 情報推進部情報基盤課 3  

 

 2022年 3月 10日に 2021年度大型計算機システム

公募型利用制度の成果報告会を開催した。本年度の

大型計算機システム公募型利用制度では、採択数が、

若手・女性研究者支援萌芽枠が 4 件、大規模 HPC 支

援枠が2件、人工知能研究特設支援枠が1件であり、

合計 7 件の報告があった。開会にあたり本センター

高性能計算機システム委員会委員長である大規模計

算科学部門 菊池 誠 教授より、この公募型利用制度

の趣旨とともに、報告者からのご報告を楽しみま

しょう、との開会の挨拶があった （図 1）。参加者

は発表者を含め 34 名で、質疑では闊達な議論がなさ

れた。以下に発表者と発表タイトルを記す。なお、

本年度の開催も、新型コロナウィルス感染症に対す

る 3 回目のワクチン接種が国内で進みつつある状況

ではあったが、オンライン開催となった。 

 

第 1 セッション： 

*「Dirac 流モノポール凝縮による QCD のカラー閉

じ込め機構のモンテ・カルロ法研究」 鈴木恒雄 大

阪大学 核物理研究センター 協同研究員 （図 2） 

*「素粒子物理学実験への機械学習の適用研究」 岩

崎昌子 大阪市立大学 理学研究科 （図 3） 

*「テンソルネットワークを用いた多体系の統計力学

的研究」 大塚 高弘 大阪大学 大学院理学研究科 大

学院生（図 4） 

*「画像と深層学習を用いた骨格標本上の形態学的変

異の可視化と発見」 森田 尭 大阪大学 産業科学研

究所 （図 5） 

 

第 2 セッション： 

*「ニューラルネットワークによる蛋白質機能予測の

解釈性に関する研究」 小山 恭平 大阪大学 大学院

生命機能研究科 大学院生（図 6） 

 

*「Ginzburg-Landau 理論に基づいた数値シミュレー

ションによる超伝導の磁場依存性の研究」 兼安 洋

乃 兵庫県立大学 理学研究科 助教 （代理発表： 大

塚 剛生）（図 7） 

*「勾配流法とスパースモデリング法による QCD 粘

性の決定」 伊藤悦子 理化学研究所 仁科加速器科学

研究センター 研究員（図 8） 

 

図 1：菊池教授の開会の挨拶 

 

図 2：鈴木恒雄氏の成果報告 

 

図 3：岩崎昌子氏の成果報告 

 



 

 

 
図 4：大塚高弘氏の成果報告 

 

図 5：森田尭氏の成果報告 

 

図 6：小山恭平氏の成果報告 

 

図 7：兼安洋乃（代理発表:大塚剛生）氏の成果報告 

 

 

 

 

図 8：伊藤悦子氏の成果報告 

 

図 9：木戸講師の閉会の挨拶 

 

本報告会は、13:30 に開会し、17:20 に閉会する半

日での開催であった（実際には 10 分程度伸びてしま

い、17:30 に終了した）。本報告会では、講演者のス

ケジュールを考慮し、休憩を挟んだ 2 セッションに

分割し、全体の進行は大規模計算科学研究部門 吉野 

元 准教授が担当した。 

研究テーマは、素粒子物理学から、統計力学、固

体物理学、タンパク質、骨格標本の画像解析まで多

岐にわたり、それぞれ興味深いものであった。専門

外の研究者にもわかりやすいイントロダクションを

入れるなど、発表の工夫を心がけているものも以前

より増えてきているが、今後さらにそのような取り

組みを促すことが必要かもしれない。この成果報告

会に参加するだけで、様々な分野のことを知り、楽

しむことができるようになれば、より多くの方が参

加してくださるのではないかと思われる。 

専門が異なっていても、技術的なノウハウの共有

ができる場合がある。今回の発表会でも、質疑応答

の際に分野を超えた有益な情報交換があった。この

点も、今後発表の準備の際に意識的に取り組んでい



 

 

ただくようにすると、より有益な成果発表会になる

のではないかと思われた。 

報告会の最後には、本センター応用情報システム

研究部門 木戸 善之 講師より閉会の挨拶があり、公

募型利用制度を利用するだけにとどまらず、 計算規

模やスケールの大規模化を目指し、HPCI や JHPCN

といった大型計算機利用公募制度に積極的に挑戦し

てほしいと、大型計算機の利用拡大を促した。 

本報告会は、計算機利用の報告義務の一環として

行われている一方で、多岐に渡る研究分野ため、研

究者自身が所属する研究分野以外の話を聞ける絶好

の機会であるため、本センター教員だけにとどまら

ず、学生らにも聴講してもらいたいと感じた。次年

度は、公募型利用制度についての説明会の開催を通

じて本制度をより多くの研究者に周知していくとと

もに、本公募成果報告会を通じてもまた本センター

の計算機の貢献度を認知していくよう努力していけ

れば幸いである。 
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2021 年度⼤規模計算機システム稼働状況 
稼働状況 

 

 
処理状況 

 
（注）利⽤率は、次の計算式により算出している。  

SQUID の利⽤率   ＝  ( SQUID の ノード時間積／稼働中ノードの合計サービス時間)＊100 
      OCTOPUS の利⽤率 ＝  ( OCTOPUS のノード時間積／稼働中ノードの合計サービス時間)＊100 
 
 

（単位：時間）

　事　項
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 月平均

計算サービス時間 (A1) 614:00 744:00 720:00 744:00 744:00 720:00 744:00 720:00 744:00 689:00 696:00 732:00 8611:00 717:35

初期化・後処理時間 (A2) 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00

業　務　時　間 (A3) 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00

(A) 小　　 　計 614:00 744:00 720:00 744:00 744:00 720:00 744:00 720:00 744:00 689:00 696:00 732:00 8611:00 717:35

　保　守　時　間 (B) 106:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 55:00 0:00 12:00 173:00 14:25

　故　障　時　間 (C) 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00

　その他の時間 (D) 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00 0:00

　運転時間 (A+B+C+D) 720:00 744:00 720:00 744:00 744:00 720:00 744:00 720:00 744:00 744:00 696:00 744:00 8784:00 732:00

　稼動率 (A/(A+B+C+D)%) 85.28 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 92.61 100.00 98.39 －－－ 98.02

　運　転　日　数 (E) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 30

　一日平均稼動時間 (A/E) 20:28 24:00 24:00 24:00 24:00 24:00 24:00 24:00 24:00 22:13 24:51 23:36 －－－ 23:35

稼
動
時
間

処理⽉ ジョブ件数 CPU時間(時) ジョブ件数 CPU時間(時)
4⽉ - - - - 8,087 165,708 84.6%
5⽉ 15,462 209,500 - 21.3% 9,621 217,116 91.6%
6⽉ 55,794 508,102 - 86.8% 5,608 206,605 90.0%
7⽉ 63,818 762,797 - 82.9% 8,605 212,083 89.4%
8⽉ 42,104 338,127 1,908 67.5% 7,850 221,024 93.1%
9⽉ 73,898 301,179 2,532 71.7% 15,103 208,694 90.9%

10⽉ 112,219 531,840 6,373 74.8% 30,832 220,960 93.1%
11⽉ 177,934 560,982 8,640 84.9% 28,392 184,486 80.4%
12⽉ 177,934 560,982 8,928 70.7% 163,456 186,028 78.8%
1⽉ 77,390 682,607 7,980 63.8% 30,555 183,388 80.3%
2⽉ 319,739 584,984 7,706 73.3% 20,762 193,820 90.5%
3⽉ 246,104 508,662 8,700 79.7% 13,361 193,825 81.7%
合計 1,362,396 5,549,764 52,767 - 342,232 2,393,737 -

OCTOPUSSQUID
共有利⽤ 利⽤率(%)共有利⽤ 占有利⽤

CPU時間(時) 利⽤率(%)



2021 年度情報教育システム利用状況 
(前年度比較) 

１．所属部局別実利用者数 

実利用者数 2020 年度 3,707 人 

2021 年度 4,561 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注１：学生の利用についてのみ集計しています。 
注２：理学研究科、工学研究科、基礎工学研究科については、学部学生を学科毎に集計 

しています。 
注３：医学系研究科(医学部)については、保健学専攻(保健学科)を別に集計しています。 
注４：実利用者数には、2014 年 9 月からサービスを開始した BYOD(Bring Your Own  

Device)の実利用者数（2020 年度 1,981 名、2021 年度 3,712 名）を含みます。 

0 200 400 600

文学研究科(文学部)

法学研究科(法学部)

経済学研究科(経済学部)

言語文化研究科

国際公共政策研究科

高等司法研究科

外国語学部

人間科学研究科(人間科学部)

理学研究科

理学部数学科

理学部物理学科

理学部化学科

理学部生物科学科

工学研究科

工学部応用自然科学科

工学部応用理工学科

工学部電子情報工学科

工学部環境・エネルギー工学科

工学部地球総合工学科

基礎工学研究科

基礎工学部電子物理科学科

基礎工学部化学応用科学科

基礎工学部システム科学科

基礎工学部情報科学科

情報科学研究科

医学系研究科(医学部)

保健学専攻(保健学科)

歯学研究科(歯学部)

歯学部歯科技工士学校

薬学研究科(薬学部)

生命機能研究科

連合小児発達学研究科

国際教育交流センター

その他

(人)

2020年度

2021年度



 
２．所属部局別在籍者に対する実利用者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：学生数については、５月１日現在の在籍者数を母数にしています。 
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理学部物理学科

理学部化学科
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工学研究科

工学部応用自然科学科

工学部応用理工学科

工学部電子情報工学科

工学部環境・エネルギー工学科

工学部地球総合工学科

基礎工学研究科

基礎工学部電子物理科学科

基礎工学部化学応用科学科

基礎工学部システム科学科

基礎工学部情報科学科

情報科学研究科

医学系研究科(医学部)

保健学専攻(保健学科)

歯学研究科(歯学部)

歯学部歯科技工士学校

薬学研究科(薬学部)

生命機能研究科

連合小児発達学研究科

国際教育交流センター

(％)

2020年度

2021年度



 
３．所属部局別実利用者 1 人当たりの年間平均利用時間 
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理学研究科

理学部数学科

理学部物理学科

理学部化学科

理学部生物科学科

工学研究科

工学部応用自然科学科

工学部応用理工学科

工学部電子情報工学科

工学部環境・エネルギー工学科

工学部地球総合工学科

基礎工学研究科

基礎工学部電子物理科学科

基礎工学部化学応用科学科

基礎工学部システム科学科

基礎工学部情報科学科

情報科学研究科

医学系研究科(医学部)

保健学専攻(保健学科)

歯学研究科(歯学部)

歯学部歯科技工士学校

薬学研究科(薬学部)

生命機能研究科

連合小児発達学研究科

国際教育交流センター

(時間)

2020年度

2021年度



 
４．実利用者総利用時間(月毎) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注１：年間総利用時間は、49,062 時間(2020 年度)、59,135 時間(2021 年度)です。 

注２：総利用時間には、2014 年 9 月からサービスを開始した BYOD(Bring Your Own Device)

の利用時間（2020 年度 27,569 時間、2021 年度 28,296 時間）を含みます。  
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５．教室・分散端末室別 1 日 1 台当たりの平均利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注１：総利用時間を各部屋の設置台数と利用日数で割っています。 

注２：大阪大学の活動基準により学生の登校が禁止された2020年4月8日～5月27日の期間は 
   利用日数から除いています。 

注３：国際教育交流センターの分散配置端末は 2020 年度をもってサービスを終了しました。  

  

総利用時間
設置
台数

利用
日数

79 66 182
2,098 66 160

600 82 182
2,128 82 160

710 66 182
1,249 66 160

482 45 182
1,101 45 160

138 72 182
2,003 72 160

10,184 50 207
11,868 50 320

386 5 214
169 5 319

2,722 20 212
2,691 20 325

98 10 208
67 10 236

2,454 34 208
1,710 34 236

52 12 312
179 12 360

227 5 208
98 5 236

48 2 208
2 2 236

3,287 145 130
5,463 145 160

1 6 208

18 3 208

0.00 0.50 1.00

情報教育第１教室

情報教育第２教室

情報教育第３教室

情報教育第４教室

情報教育第５教室

総合図書館

生命科学図書館

理工学図書館

人間科学部 計算機室

理学部 B214号室

医学部医学科 学生端末室

医学部保健学科 ﾗｰﾆﾝｸﾞﾘｿｰｽｾﾝﾀｰ

薬学部 1号館 1階 自習室

工学部 総合研究棟GSEコモン

国際教育交流センター

(吹田)留学生交流情報室

国際教育交流センター 豊中分室

(時間)

2020年度

2021年度
豊中教育研究棟

附属図書館

各部局分散端末室

総利用時間
設置
台数

利用
日数

79 66 132
2,098 66 160

600 82 132
2,128 82 160

710 66 132
1,249 66 160

482 45 132
1,101 45 160

138 72 132
2,003 72 160

10,184 50 207
11,868 50 320

386 5 214
169 5 319

2,722 20 212
2,691 20 325

98 10 208
67 10 236

2,454 34 208
1,710 34 236

52 12 312
179 12 360

227 5 208
98 5 236

48 2 208
2 2 236

3,287 145 130
5,463 145 160

1 6 208

18 3 208



 
６．月別附属図書館の休日（土・日）実利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【参考】附属図書館の休日（土・日）のサービス日数 

 総合図書館 生命科学図書館 理工学図書館 

2020 年度 6 日 12 日 5 日 

2021 年度 80 日 86 日 86 日 

 

0 20 40 60 80 100

(人)

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

1
月

3
月

2
月

12
月

11
月

2020 年度：  総合図書館    生命科学図書館     理工学図書館 

2021 年度：  総合図書館    生命科学図書館     理工学図書館 



時
限

教
室 月 火 水 木 金

基（シ）　2年 文　1年 経　1年 薬　1年

コンピュータ工学基礎演習 情報社会基礎 情報社会基礎 情報科学基礎

文　1年 経　1年 薬　1年

情報社会基礎 情報社会基礎 情報科学基礎

文　1年 経　1年

情報社会基礎 情報社会基礎

文　1年 経　1年

情報社会基礎 情報社会基礎

人　1年 理（生物）　3年 工（電）　1年

情報社会基礎 現代ゲノム研究概説 情報科学基礎Ｃ

人　1年 工（電）　1年

情報社会基礎 情報科学基礎Ｃ

人　1年 工（電）　1年

情報社会基礎 情報科学基礎Ｃ

理（数学）　3年 工（電）　1年 基（情）　4年

実験数学3 情報科学基礎Ｃ ヒューマン・コンピュータ・インタラクション

基（シ）　2年 理（数学）　4年

コンピュータ基礎演習 応用数理学7

基（電・化）　1年 工（然） 1年

情報科学基礎 情報科学基礎Ａ

基（電・化）　1年 基（シ）　2年 工（然） 1年 基（情）　1年

情報科学基礎 情報科学演習 情報科学基礎Ａ プログラミングＡ

基（情）　1年 基（シ）　2年 工（然） 1年

プログラミングＡ 情報科学演習 情報科学基礎Ａ

基（情）　1年 全学部　1年

プログラミングＡ 学問への扉（システム開発ことはじめ）

基（電・化）　1年 工（然） 1年 基（情）　1年

情報科学基礎 情報科学基礎Ａ プログラミングＡ

理　1年 医(保)　1年 基（情）　2年

情報科学基礎 情報社会基礎／情報科学基礎 基礎数理演習Ａ

医（医）・歯　1年 理　1年 法（法）　1年 医(保)　1年 理（数学）　2年

情報科学基礎 情報科学基礎 情報社会基礎 情報社会基礎／情報科学基礎 実験数学1

医（医）・歯　1年 理　1年 法（法）　1年 医(保)　1年

情報科学基礎 情報科学基礎 情報社会基礎 情報社会基礎／情報科学基礎

医（医）・歯　1年 理　1年 法（法）　1年 医(保)　1年

情報科学基礎 情報科学基礎 情報社会基礎 情報社会基礎／情報科学基礎

理　1年 基（情）　2年

情報科学基礎 基礎工学ＰＢＬ

外　1年

情報社会基礎

基（情）　1年 基（シ）　1年 外　1年

情報科学基礎 情報科学基礎 情報社会基礎

基（情）　1年 基（シ）　1年 外　1年 法（国）　1年

情報科学基礎 情報科学基礎 情報社会基礎 情報社会基礎

基（情）　3年 外　1年 法（国）　1年

計算数理Ａ 情報社会基礎 情報社会基礎

基（シ）　1年 外　1年

情報科学基礎 情報社会基礎

基・理・工　3年

情報科教育法Ⅱ

２
時
限

第
１

３
時
限

第
１

・授業時間 1時限 8:50～10:20、2時限10:30～12:00、3時限13:30～15:00、4時限15:10～16:40、5時限16:50～18:20

第
２

第
３

第
４

第
５

第
２

第
３

６
限

第
3

・端末数　 第1教室66台、第2教室82台、第3教室66台、第4教室45台、第5教室72台

第
４

第
５

　（端末数には教師用端末は含みません）

５
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

４
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

２０２２年度春学期情報教育教室使用計画表

１
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５



時
限

教
室 月 火 水 木 金

基（シ）　2年

コンピュータ工学基礎演習

理（数学）　3年 基（情）　4年

実験数学3 ヒューマン・コンピュータ・インタラクション

基（シ）　2年 理（数学）　4年

コンピュータ基礎演習 応用数理学7

基（情）　1年 基（シ）　2年 基（情）　1年

プログラミングＡ 情報科学演習 プログラミングＡ

基（シ）　2年

情報科学演習

全学部　1年
学問への扉（システム開発ことはじめ）

基（情）　1年 基（情）　1年

プログラミングＡ プログラミングＡ

基（情）　2年

基礎数理演習Ａ

理（数学）　2年

実験数学1

基（情）　2年

基礎工学ＰＢＬ

外　1年

情報社会基礎

外　1年

情報社会基礎

外　1年

情報社会基礎

基（情）　3年 外　1年

計算数理Ａ 情報社会基礎

外　1年

情報社会基礎

基・理・工　3年

情報科教育法Ⅱ

・端末数　 第1教室66台、第2教室82台、第3教室66台、第4教室45台、第5教室72台

　（端末数には教師用端末は含みません）

・授業時間 1時限 8:50～10:20、2時限10:30～12:00、3時限13:30～15:00、4時限15:10～16:40、5時限16:50～18:20

５
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

６
限

第
3

４
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

３
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

２
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

２０２２年度夏学期情報教育教室使用計画表

１
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５



時
限

教
室 月 火 水 木 金

理（化学）　2年

化学プログラミング

基（シ）　2年 基（化）　3年

数値解析演習 プロセス工学

基（シ）　2年 基（化）　2・3年 全学部　2年 理（数学）　2年

数値解析演習 化学工学プログラミング アドバンスト情報リテラシー 実験数学2

医（保）　1年

実践情報活用論

理　3年

数値計算法基礎

基（シ）　1年 全学部　1年 基（情）　1年

情報処理演習 計算機シミュレーション入門 プログラミングＢ

基（情）　1年

情報科学基礎

基（シ）　1年 法　１年 基（シ）　2年 基（情）　1年 基（化）　2年

情報処理演習 法政情報処理 コンピュータ工学演習 プログラミングＢ 化学工学演習Ⅳ

基（情）　1年 法　１年 基（シ）　2年

情報科学基礎 法政情報処理 コンピュータ工学演習

基（シ）　1年

情報処理演習

基（情）　1年

プログラミングＢ

基（電子）　2年

基礎工学PBL（エレクトロニクス）

基（情）　1年

プログラミングＢ

基（情）　3年 人　1年

情報数理Ｂ Data Processing Skills

基（化）　2年

情報処理入門

法　2年 法　１年 外（再履修生用）

法情報学１ 法政情報処理 情報社会基礎

　※括弧内の数字は各教室の定員です
　（端末数には教師用端末は含みません）

・授業時間 1時限 8:50～10:20、2時限10:30～12:00、3時限13:30～15:00、4時限15:10～16:40、5時限16:50～18:20

・端末数　 第1教室 0台（66）、第2教室 82台（82）、第3教室 4台（66）、第4教室 4台（45）、第5教室 50台（72）

第
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第
３

第
４

第
５

５
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

第
３

第
４

第
５

４
時
限

第
１

第
２

３
時
限

第
１

第
２

２０２２年度秋学期情報教育教室使用計画表

１
時
限

第
１
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２

第
３

第
４

第
５

２
時
限

第
１

第
２

第
３

第
４



時
限

教
室 月 火 水 木 金

理（化学）　2年

化学プログラミング

基（シ）　2年 基（化）　3年

数値解析演習 プロセス工学

基（シ）　2年 基（化）　2・3年 全学部　2年 理（数学）　2年

数値解析演習 化学工学プログラミング アドバンスト情報リテラシー 実験数学2

医（保）　1年

実践情報活用論

理　3年

数値計算法基礎

基（シ）　1年 全学部　1年 基（情）　1年

情報処理演習 計算機シミュレーション入門 プログラミングＢ

基（情）　1年

情報科学基礎

基（シ）　1年 法　１年 基（シ）　2年 基（情）　1年 基（化）　2年

情報処理演習 法政情報処理 コンピュータ工学演習 プログラミングＢ 化学工学演習Ⅳ

基（情）　1年 法　１年 基（シ）　2年

情報科学基礎 法政情報処理 コンピュータ工学演習

基（シ）　1年

情報処理演習

基（情）　1年

プログラミングＢ

基（情）　1年

プログラミングＢ

基（情）　3年 人　1年

情報数理Ｂ Data Processing Skills

基（化）　2年

情報処理入門

法　2年 法　１年

法情報学１ 法政情報処理

　※括弧内の数字は各教室の定員です
　（端末数には教師用端末は含みません）

・端末数　 第1教室 0台（66）、第2教室 82台（82）、第3教室 4台（66）、第4教室 4台（45）、第5教室 50台（72）
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第
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第
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第
５

・授業時間 1時限 8:50～10:20、2時限10:30～12:00、3時限13:30～15:00、4時限15:10～16:40、5時限16:50～18:20
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５

２０２２年度冬学期情報教育教室使用計画表
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2021 年度ＣＡＬＬシステム利用状況 
(前年度比較) 

１．所属部局別実利用者数 

 
実利用者数 2020 年度   902 人 

                                       2021年度  1,113人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注１：学生の利用についてのみ集計しています。 
注２：理学研究科、工学研究科、基礎工学研究科については、学部学生を学科毎に集計 

しています。 
注３：医学系研究科(医学部)については、保健学専攻(保健学科)を別に集計しています。 
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２．所属部局別在籍者に対する実利用者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：学生数については、５月１日現在の在籍者数を母数にしています。 
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３．所属部局別実利用者 1 人当たりの年間平均利用時間 
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４．実利用者総利用時間(月毎) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：年間総利用時間は、7,732 時間(2020 年度)、10,106 時間(2021 年度)です。 
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５．教室・分散端末室別 1 日 1 台当たりの平均利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１：総利用時間を各部屋の設置台数と利用日数で割っています。 
注２：大阪大学の活動基準により学生の登校が禁止された2020年4月8日～5月27日の期間は 
   利用日数から除いています。 

注３：CALL 第 4 教室は 2021 年度に従来の教室備え付け端末を撤去（iPad に変更）して

いるため、統計情報取得対象外となっています 
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ＣＡＬＬ第１-A教室

ＣＡＬＬ第１-B教室

ＣＡＬＬ第２教室

ＣＡＬＬ第３教室

ＣＡＬＬ第４教室

(時間)

2020年度

2021年度

サイバーメディアセンター

豊中教育研究棟

総利用
時間

設置
台数

利用
日数

22 64 194

2,969 64 231

89 36 194

1,158 36 231

5,356 60 194

4,491 60 231

451 60 194

1,488 60 231

1,814 35 194



時
限

教
室

月 火 水 木 金

人・文　1年 外　1年 理・工（然・地・環）　1年
地域言語文化演習（ドイツ語） ロシア語６ 総合英語（Performance Workshop）

大前　智美 高島　尚生 Ｄ．マレー
人・文　1年

地域言語文化演習（ドイツ語）
大前　智美

工（理・電）　1年 外　1年 理・工（然・地・環）　1年
総合英語（Academic Skills） ハンガリー語１ 総合英語（Project-based English）

N．リー 江口　清子 岡田　悠佑
医・歯・薬　1年 理・工（然・地・環）　1年

総合英語（Content-based English） 総合英語（Academic Skills）
日野　信行 今尾　康裕

外　1年 外　1年
フランス語５ トルコ語２
岡田　友和 Akbay, Okan Haluk

理　1年 文・理（数・物）　2年 基　1年 外　1年
地域言語文化演習（ドイツ語） 総合英語（Project-based English） 総合英語（Performance Workshop） ロシア語１ （B）

大前　智美 岡田　悠佑 Ｄ．マレー 上原　順一
外　1年 言（大学院）

フィリピン語2 翻訳研究Ａ
フリーダ　ルイズ A．村上スミス

医・薬・基（電・化・情）　1年 工（然・地・環）　1年 基　1年 医・歯・薬　1年
総合英語（Project-based English） 地域言語文化演習（ドイツ語） 総合英語（Project-based English） 地域言語文化演習（ドイツ語）

三木　訓子 岩居　弘樹 岡田　悠佑 岩居　弘樹
外　1年 法・経　2年 理・工（理・電）　1年

ベトナム語２ フランス語中級 総合英語（Content-based English）

清水　政明 岡田　友和 日野　信行
文・理（数・物）　2年 全学部　全学年 外　1年 医・歯・薬・工（然・地・環）　1年

総合英語（Content-based English） 学問への扉 トルコ語４ 地域言語文化演習（ロシア語）
日野　信行 下條　真司 Akbay, Okan Haluk 北岡　千夏

経　1年 外　1年
総合英語（Liberal Arts & Sciences） ロシア語１ （A）

岡田　悠佑 上原　順一
外　1年

ハンガリー語２
岡本　真理

外　1年 医（保）・歯　2年 人・文・法　1年
ヒンディー語１ 総合英語（Liberal Arts & Sciences） 総合英語（Academic Skills）
松木園　久子 岡田　悠佑 N．リー

歯・工（然・地・環）　1年 医（保）・歯　2年 人・文・法　1年
総合英語（Project-based English） 総合英語（Academic Skills） 総合英語（Content-based English）

今尾　康裕 今尾　康裕 日野　信行
全学部　全学年 外　1年

学問への扉 インドネシア語５
竹村　治雄 菅原　由美

外　1年 外　1年
タイ語1 フィリピン語３

村上　忠良 宮原　曉
外　1年 交換留学生等 経　1年

ハンガリー語３ オンライン・リソースを活用したL2学習 総合英語（Academic Skills）
岡本　真理 魚崎　典子 M．アリザデ

外　1年 法・経　2年
ヒンディー語２ 総合英語（Academic Skills）
松木園　久子 N．リー

外　1年 言（大学院）
ビルマ語3 第二言語教育実践研究Ａ
大塚　行誠 日野　信行

人・文　1年
地域言語文化演習（ロシア語）

北岡　千夏
全学部　1年
イラン学入門

竹原　新

理　全学年
科学英語基礎

Hail, Eric Matthew

２０２２年度春・夏 学期CALL教室使用計画表
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　　　・授業時間　1時限 8:50～10:20 、2時限 10:30～12:00、 3時限 13:30～15:00 、4時限 15:10～16:40、 5時限 16:50～18:20
　　　・端末数　 第1-A教室 64台、第1-B教室 36台、第2教室 60台、第3教室 60台、第4教室（アクティブラーニング教室　定員：30名）
　　　　（端末数には教師用端末を含みません）
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第
４



時
限

教
室

月 火 水 木 金

人・文　1年 外　1年 基　2年
地域言語文化演習（ドイツ語） フランス語５ 総合英語（Project-based English）

大前　智美 岡田　友和 田中　美津子
理・工（然・地・環）　1年

総合英語（Academic Skills）
M．アリザデ

文・理（数・物）　2年 外　1年 外　1年 理・工（然・地・環）　1年
総合英語（Academic Skills） ロシア語６ ハンガリー語１ 総合英語（Project-based English）

N．リー 高島　尚生 江口　清子 岡田　悠佑
医・歯・薬　1年 理・工（然・地・環）　1年

総合英語（Content-based English） 総合英語（Academic Skills）
日野　信行 今尾　康裕

外　1年
トルコ語２

Akbay, Okan Haluk
理　1〜4年 法・経　2年 理・工（理・電）　1年

地域言語文化演習（ドイツ語） フランス語中級 総合英語（Project-based English）

大前　智美 岡田　友和 田中　美津子
外　1年 工（理・電）　1年 外　1年

フィリピン語2 総合英語（Project-based English） フィリピン語３
フリーダ　ルイズ 岡田　悠佑 宮原　曉

医・歯・基（化・シス・情）　1年 工（然・地・環）　1年 基　1年 医・歯・薬　1年
総合英語（Academic Skills） 地域言語文化演習（ドイツ語） 総合英語（Liberal Arts & Sciences） 地域言語文化演習（ドイツ語）

N．リー 岩居　弘樹 岡田　悠佑 岩居　弘樹
医・歯・基（化・シス・情）　1年 工（理・電）　1年 理・工（理・電）　1年
総合英語（Project-based English） 総合英語（Content-based English） 総合英語（Content-based English）

三木　訓子 日野　信行 日野　信行
外　1年 言（大学院） 外　1年 外　1年

ベトナム語２ 翻訳研究Ｂ トルコ語４ ロシア語１ （B）
清水　政明 A．村上スミス Akbay, Okan Haluk 上原　順一

薬・工（然・地・環）　1年 人・文・法　1年
総合英語（Project-based English） 総合英語（Academic Skills）

今尾　康裕 N．リー
外　1年

ハンガリー語２
岡本　真理

外　1年 経　1年 外　1年
ヒンディー語１ 総合英語（Project-based English） ロシア語１ （A）
長崎　広子 岡田　悠佑 上原　順一

文　2年 人・文・法　1年
英語選択 総合英語（Content-based English）

日野　信行 日野　信行
外　1年

インドネシア語５
菅原　由美

外　1年 交換留学生等
ハンガリー語３ コンピュータを活用した語学学習

岡本　真理 魚崎　典子
外　1年

ヒンディー語２
長崎　広子

外　1年 言（大学院）
ビルマ語3 第二言語教育実践研究Ｂ
大塚　行誠 日野　信行

全学部　1年
特別外国語演習（ヒンディー語）Ⅰ

長崎　広子
理　全学年

科学英語基礎
Hail, Eric Matthew

　　　　※第1-A、第1-B、第4教室はアクティブラーニング教室
　　　 （端末数には教師用端末を含みません）

　　　・端末数　 第1-A教室（定員：60名）、第1-B教室（定員：35名）、第2教室 60台、第3教室 60台、第4教室（定員：30名）
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２０２２年度秋・冬 学期CALL教室使用計画表
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１．所属部局別実利用者数

2021年度箕面教育システム利用状況
（前年度比較）

注3 ： 2020年度については大阪大学の活動基準により学生の登校が禁止されていた4月8日～5月27日
　　　 の期間は利用日数から除いています。

　　　　　　　　　実利用者数 2020年度　1,014人
　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年度　1,357人

注2 ： 医学系研究科（医学部）については、保健学専攻（保健学科）を別に集計しています。
注1 ： 学生の利用についてのみ集計しています。
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２．所属部局別在籍者に対する実利用者の割合

         

注：学生数については、5月1日の在籍者数を母数にしています。

３．所属部局別実利用者１人あたりの年間平均利用時間
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４．月別実利用者総利用時間

５．教室別１日１台あたりの平均利用時間

注１：
注２：

797 25 166

総利用時間を各教室の設置台数と利用日数で割っています。
2021年度の箕面キャンパス移転に伴い、教室と端末の構成を変更しました。

注：年間総利用時間は、4,960時間（2020年度）、6,750時間（2021年度）です。
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2021年度電子図書館システム利用状況

蔵書検索サービス利用状況

・1988年9月19日から運用開始。
・2017年10月から現行システム。電子ジャーナル・電子ブック等も検索可能となった。

リモートアクセス・サービス利用状況

・2011年9月28日から、学外からの電子ジャーナル・データベース・電子ブック利用手段を提供するサービスとして提供開始。

マルチメディア端末利用状況（貸出回数）

・2001年9月から運用開始。総合図書館 28台、生命科学図書館 13台、理工学図書館 9台、外国学図書館 12台設置（2012年10月～）。
・2017年9月19日から、貸出ノートPCでの情報教育システムVDI利用へ仕様変更。
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※2021年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マルチメディア端末の貸出サービスを休止した。



会議関係 大規模計算機システム利用講習会

4月22日 定例教授会 6月14日 スパコンに通じる並列プログラミングの基礎（46名）

5月20日 令和3年度　国立大学共同利用・共同研究拠点 6月18日 初めてのスパコン（37名）

協議会総会 7月19日 OpenMP入門（13名）

5月27日 定例教授会 9月16日 スーパーコンピュータ バッチシステム入門／応用（17名）

6月24日 定例教授会 10月6日 GPUプログラミング入門(OpenACC)（12名）

7月8日 第35回学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 10月7日 ベクトルプロセッサ 高速化技法の基礎（3名）

運営委員会 10月15日 並列プログラミング入門(OpenMP/MPI)（7名）

7月15日 第37回全国共同利用情報基盤センター長会議 10月21日 コンテナ入門（14名）

7月29日 定例教授会 11月9日 ONION活用講習会（20名）

9月30日 定例教授会 11月19日 スパコンに通じる並列プログラミングの基礎（41名）

10月6日 第18回クラウドコンピューティング研究会 11月26日 初めてのスパコン（26名）

10月22日 第35回認証研究会 12月2日 ONION-object入門（9名）

第87回コンピュータ・ネットワーク研究会 12月3日 スーパーコンピュータ バッチシステム入門 / 応用（10名）

10月28日 定例教授会 12月8日 GPUプログラミング入門(OpenACC)（17名）

11月25日 定例教授会 12月9日 SX-Aurora TSUBASA 高速化技法の基礎（5名）

12月20日 第38回全国共同利用情報基盤センター長会議 12月10日 並列プログラミング入門(OpenMP/MPI)（7名）

第36回学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 12月20日 GPUプログラミング実践(OpenACC)（10名）

運営委員会 1月13日 OpenMX講習会（8名）

12月23日 定例教授会 1月14日 汎用CPUノード 高速化技法の基礎（Intelコンパイラ）（15名）

第35回サイバーメディアセンター全国共同利用

運営委員会
センター来訪者

1月27日 定例教授会

2月8日 第37回学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 （ITコア棟・Mishite見学）

運営委員会 7月16日 大阪府立大手前高校

2月24日 定例教授会 （ITコア棟見学）

3月24日 定例教授会 11月29日 ダイキン工業株式会社

12月21日 理化学研究所

2021年度会議関係等日誌



4月22日 ChemBioOffice(ChemDraw)講習会（オンライン：67名）

4月22日 ChemBioOffice(Signal Notebook)講習会（オンライン：53名）

10月14日 Maple講習会（オンライン：5名）

10月20日 Mathematica講習会（オンライン：14名）

11月8日 高津高校見学（豊中：9名）

12月27日 Turnitin講習会（オンライン：12名）

通年 オンデマンド型CLE講習会（入門編）（66名）

通年 オンデマンド型CLE講習会（応用編）（48名）

通年 オンデマンド型メディア授業講習会（33名）

3月29日、3月30日、4月2日 CALL講習会 （前期）（豊中：7名）

5月1日 いちょう祭（オンライン：12名）

8月7日、10月18日、9月11日、10月10日、11月21日、12月19日市民講座（オンライン：56名）

情報教育関係講習会・説明会・見学会等

CALL関係講習会・研究会・見学会等
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・規程関係 

 

大阪大学サイバーメディアセンター規程 

 
第１条 この規程は、大阪大学サイバーメディアセンター（以

下「センター」という。）における必要な事項を定める。 

第２条 センターは、全国共同利用施設として、情報処理技術

基盤の整備、提供及び研究開発、情報基盤に支えられた高度な

教育の実践並びに知的資源の電子的管理及び提供を行うこと、

全学的な支援として、本学の情報基盤の整備、情報化の推進及

び情報サービスの高度化を図り、それらを活用して先進的な教

育活動を推進すること並びに高度情報化社会を支える基盤研

究を行うことを目的とする。 

第３条 前条の目的を達成するため、センターに次の研究部門

を置く。 

情報メディア教育研究部門 

言語教育支援研究部門 

大規模計算科学研究部門 

コンピュータ実験科学研究部門 

サイバーコミュニティ研究部門 

先端ネットワーク環境研究部門 

応用情報システム研究部門 

全学支援企画部門 

２ 全学支援企画部門の教員は、情報推進本部又は情報セキュ

リティ本部に所属する教員 

 をもって充てる。 

第４条 センターにセンター長を置き、本学の教授をもって充

てる。 

２ センター長は、センターの管理運営を行う。 

３ センター長の任期は、２年とする。ただし、センター長が

辞任を申し出た場合及び欠員となった場合における後任のセ

ンター長の任期は、就任後満１年を経過した直後の３月３１日

までとする。 

４ センター長は、再任を妨げない。 

第５条 センターにセンター長を補佐するため、副センター長

を若干名置き、センターの専任又は兼任の教授をもって充て

る。 

２ 副センター長のうち１名は、全学支援企画部門の教授をも

って充てる。 

３ 副センター長（前項に規定する者を除く。）の任期は、２

年とする。ただし、再任を妨げない。 

第６条 センターの教育研究に関し、必要な事項を審議するた

め、サイバーメディアセンター教授会（以下「教授会」という。）

を置く。 

２ 教授会に関する規程は、別に定める。 

第７条 情報基盤の整備等に係る全学的な支援業務を円滑に行

うため、サイバーメディアセンター全学支援会議（以下「会議」

という。）を置く。 

２ 会議に関する規程は、別に定める。 

第８条 全国共同利用施設としての運営の大綱に関してセン

ター長の諮問に応じるとともに、センターの研究活動及び運営

全般に関して関係諸機関の相互協力を図るため、サイバーメデ

ィアセンター全国共同利用運営委員会（以下「委員会」という。）

を置く。 

２ 委員会に関する規程は、別に定める。 

第９条 センターの事務は、情報推進部で行う。 

第１０条 この規程に定めるもののほか、センターに関し必要

な事項は、別に定める。 

 

附 則 

１ この規程は、平成１２年４月１日から施行する。 

２ 次に掲げる規程は、廃止する。 

(1) 大阪大学大型計算機センター規程(昭和４４年５月２０日

制定) 

(2) 大阪大学情報処理教育センター規程(昭和５６年４月１５

日制定) 

附 則 

この改正は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成２７年８月３１日から施行する。 

附 則 

１ この改正は、平成３０年９月２１日から施行する。 

２ この改正施行後 初に任命されるセンター長の任期は、改

正後の第４条第３項本文の規定にかかわらず、就任後満１年を

経過した直後の３月３１日までとする。 

附 則 

この改正は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成３１年５月１日から施行する。 

 

大阪大学サイバーメディアセンター全国共同利用

運営委員会規程 
 

第１条 大阪大学サイバーメディアセンター(以下「センター」

という。)規程第８条第２項の規定に基づき、この規程を定め

る。 

第２条 サイバーメディアセンター全国共同利用運営委員会(以

下「委員会」という。)は、次の各号に掲げる委員をもって組

織する。 

(1) センター長 

(2)  副センター長 

(3) センターの専任教授若干名 

(4) レーザー科学研究所及び核物理研究センターから選ばれ

た教授各1名 

(5) 学外の学識経験者若干名 



  

(6) その他委員会が必要と認めた者 

２ 委員は、総長が委嘱する。 

３ 第１項第４号から第６号までの委員の任期は、２年とする。

ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 前項の委員は、再任を妨げない。 

第３条 委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

３ 委員長に支障のあるときは、あらかじめセンター長の指名

する副センター長がその職務を代行する。 

第４条 委員会は、委員の過半数の出席をもって成立する。 

２ 委員会の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数

のときは、議長の決するところによる。 

第５条 委員会が必要と認めたときは、委員以外の者を委員会

に出席させることができる。 

第６条 委員会に関する事務は、情報推進部情報企画課で行う。 

第７条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必

要な事項は、委員会の議を経てセンター長が定める。 

 

附 則 

１ この規程は、平成１２年４月１日から施行する。 

２ 次に掲げる規程は、廃止する。 

(1) 大阪大学大型計算機センター運営委員会規程(昭和４４

年５月２０日制定) 

(2) 大阪大学大型計算機センター協議員会規程(昭和４９年

５月１５日制定) 

(3) 大阪大学情報処理教育センター運営委員会規程(昭和５

６年４月１５日制定) 

(4) 大阪大学サイバーメディアセンター設置準備委員会規程

(平成１１年１１月２４日制定) 

(5) 大阪大学サイバーメディアセンター設置準備委員会専門

委員会規程(平成１１年１１月３０日制定) 

附 則 

この改正は、平成１２年８月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成１２年１２月２０日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成１７年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則（抄） 

（施行期日） 

１  この改正は、平成２４年４月１日から施行する。 

（サイバーメディアセンター運営委員会の委員に関する経過措

置） 

２ この改正施行の際現に大阪大学サイバーメディアセンター

運営委員会規程 2 条第 1 項第 3 号の大阪大学・金沢大学・浜

松医科大学連合小児発達学研究科の委員である者は、大阪大

学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児

発達学研究科の委員として委嘱されたものとみなし、その任

期は、同条第 3 項本文の規定にかかわらず、当該委員の残任

期間とする。 

附 則 

この改正は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成２５年７月１７日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この改正は、平成２９年５月１日から施行する。 

２ この改正施行の際現に改正前の第 2 条第 1 項第 4 号のレー

ザーエネルギー学研究センターの委員である者は、改正後の

同号のレーザー科学研究所の委員として委嘱されたものとみ

なし、その任期は、同条第 3 項の規定にかかわらず、改正前

の委員の残任期間とする。 

 

 
大阪大学サイバーメディアセンター高性能計算
機システム委員会内規 
 

第１条 サイバーメディアセンターに高性能計算機システム委

員会（以下「委員会」という。）を置く。 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項について審議し、そ

の企画等に当たる。 

  (1)  高性能計算機システムの構築に関すること。 

  (2)  高性能計算機システムの負担金に関すること。 

(3)  高性能計算機システムの利用促進に関すること。 

  (4)  その他高性能計算機システムに関すること。 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

  (1) センターの教員若干名 

  (2) センターの高性能計算機システムの運営に関係する部局 

の教員若干名 

  (3) 学外の教員若干名 

  (4) その他委員会が必要と認めた者 

２  委員は、センター長が委嘱する。 

３ 第１項第２号から第４号までの委員の任期は、２年とし、

再任を妨げない。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残

任期間とする。 

第４条 委員会に委員長を置き、第３条第１項第１号委員のう

ちから選出する。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

３ 委員長に支障のあるときは、あらかじめ委員長が指名した 

委員がその職務を代行する。 

第５条 委員会が必要と認めたときは、委員以外の者を委員会

に出席させることができる。 

第６条 委員会に関する事務は、情報推進部情報基盤課研究系

システム班で行う。 

第７条  この内規に定めるもののほか、委員会に関し必要な事



  

項は、教授会の議を経てセンター長が別に定める。 

 

     附 則 

１  この内規は、平成１２年４月２７日から施行する。 

２  この内規施行後、 初に委嘱される第３条第１項第２号及

び第３号の委員の任期は、同条第３項の 

 規定にかかわらず、平成１４年３月３１日までとする。 

     附 則 

  この改正は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正は、平成１８年５月２５日から施行し、平成１８年

４月１日から適用する。 

附 則 

この改正は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成２２年７月２２日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成２８年４月１日から施行する。 

 

大阪大学サイバーメディアセンター大規模計算機
システム利用規程 
 

第１条 この規程は、大阪大学サイバーメディアセンター(以下

「センター」という。)が管理・運用する全国共同利用のスー

パーコンピュータシステム及びワークステーションシステム

(以下「大規模計算機システム」という。)の利用に関し必要

な事項を定めるものとする。 

第２条 大規模計算機システムは、学術研究及び教育等のため

に利用することができるものとする。 

第３条 大規模計算機システムを利用することのできる者は、

次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 大学、短期大学、高等専門学校又は大学共同利用機関の

教員(非常勤講師を含む。)及びこれに準ずる者 

(2) 大学院の学生及びこれに準ずる者 

(3) 学術研究及び学術振興を目的とする国又は地方公共団体

が所轄する機関に所属し、専ら研究に従事する者 

(4) 学術研究及び学術振興を目的とする機関(前号に該当する

機関を除く。)で、センターの長(以下「センター長」と

いう。)が認めた機関に所属し、専ら研究に従事する者 

(5) 科学研究費補助金の交付を受けて学術研究を行う者 

(6) 第１号、第３号又は第４号の者が所属する機関との共同 

研究に参画している民間企業等に所属し、専から研究に従

事する者 

(7) 日本国内に法人格を有する民間企業等に所属する者(前号

に該当する者を除く。)で、別に定める審査に基づきセン

ター長が認めた者 

(8) 前各号のほか、特にセンター長が適当と認めた者 

第４条 大規模計算機システムを利用しようとする者は、所定

の申請を行い、センター長の承認を受けなければならない。

ただし、前条第６条の者は、この限りでない。 

２ 前項の申請は、大規模計算機システム利用の成果が公開で

きるものでなければならない。 

第５条 センター長は、前条第１項による申請を受理し、適当

と認めたときは、これを承認し、利用者番号を与えるものと

する。 

２ 前項の利用者番号の有効期間は、１年以内とする。ただし、

当該会計年度を超えることはできない。 

第６条 大規模計算機システムの利用につき承認された者(以

下「利用者」という。)は、申請書の記載内容に変更を生じた

場合は、速やかに所定の手続きを行わなければならない。 

第７条 利用者は、第５条第１項に規定する利用者番号を当該

申請に係る目的以外に使用し、又は他人に使用させてはなら

ない。 

第８条 利用者は、当該申請に係る利用を終了又は中止したと

きは、速やかにその旨をセンター長に届け出るとともに、そ

の利用の結果又は経過を所定の報告書によりセンター長に報

告しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、センター長が必要と認めた場合

は、報告書の提出を求めることができる。 

３ 提出された報告書は、原則として公開とし、センターの広

報等の用に供することができるものとする。ただし、利用者

があらかじめ申し出たときは、３年を超えない範囲で公開の

延期を認めることがある。 

第９条 利用者は、研究の成果を論文等により公表するときは、

当該論文等に大規模計算機システムを利用した旨を明記しな

ければならない。 

第１０条 利用者は、当該利用に係る経費の一部を負担しなけ

ればならない。 

第１１条 前条の利用経費の負担額は、国立大学法人大阪大学

諸料金規則に定めるところによる。 

第１２条 前条の規定にかかわらず、次の各号に掲げる場合に

ついては、利用経費の負担を要しない。 

(1) センターの責に帰すべき誤計算があったとき。 

(2) センターが必要とする研究開発等のため、センター長 

が特に承認したとき。 

第１３条 利用経費の負担は、次の各号に掲げる方法によるも

のとする。 

(1) 学内経費(科学研究費補助金を除く。)の場合にあっては、

当該予算の振替による。 

(2) 前号以外の場合にあっては、本学が発する請求書の指定

する銀行口座への振込による。 

第１４条 センターは、利用者が大規模計算機システムを利用

したことにより被った損害その他の大規模計算機システムに

関連して被った損害について、一切の責任及び負担を負わな

い。 

第１５条 センターは、大規模計算機システムの障害その他や

むを得ない事情があるときは、利用者への予告なしに大規模

計算機システムを停止することができる。 

第１６条 センター長は、この規程又はこの規程に基づく定め

に違反した者その他大規模計算機システムの運営に重大な支

障を生じさせた者があるときは、利用の承認を取り消し、又

は一定期間大規模計算機システムの利用を停止させることが

ある。 

第１７条 この規程に定めるもののほか、大規模計算機システ

ムの利用に関し必要な事項は、センター長が定める。 

 

附 則 

１ この規程は、平成１２年４月１日から施行する。 

２ 大阪大学大型計算機センターの利用に関する暫定措置を定

める規程(昭和４３年９月１８日制定)は、廃止する。 



  

３ この規程施行前に大阪大学大型計算機センターの利用に関

する暫定措置を定める規程に基づき、平成１２年度の利用承

認を受けた利用者にあっては、この規程に基づき利用の登録

があったものとみなす。 

附 則 

この改正は、平成１３年１月６日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成１３年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成１４年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成１４年６月１９日から施行し、平成１４年

４月１日から適用する。 

附 則 

この改正は、平成1５年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成１８年２月１５日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成１９年９月２８日から施行する。 

附 則 

この改正は、平成２０年４月１６日から施行する。 

  附 則 

この改正は、平成２３年４月１日から施行する。 

  附 則 

この改正は、平成２４年５月１０日から施行する。 

  

 

国立大学法人大阪大学諸料金規則第3条（別表第17） 

大阪大学サイバーメディアセンター大規模計算機システム利 

用規程第１１条の規定に基づく負担額 

 

（１）OCTOPUSの負担額 

（Ａ）占有 

基本負担額 占有ノード数 

191,000円／年 汎用CPUノード群 1ノード 

793,000円／年 GPUノード群 1ノード 

154,000円／年 XeonPhiノード群 1ノード 

 

（Ｂ）共有 

コース 

基本負担額 OCTOPUSポイント 

 10万円 1,000 ポイント 

 50万円 5,250 ポイント 

100万円 11,000 ポイント 

300万円 34,500 ポイント 

500万円 60,000 ポイント 

 

（Ｃ）ディスク容量追加 

基本負担額 提供単位 

2,000円／年 1TB 

 

 

備考 

１ 負担額は上記負担額で算出した合計額に、消費税（10％）

を加えて得た額とする。ただし、産業利用 成果非公開型の

負担額は、上記負担額で算出した合計額に 5 を乗じ、消費

税（10%）を加えて得た額とする。 

２ 登録時の利用期限または年度を越えて利用はできない。 

３ ディスク容量は 1 申請単位で 3TB を割り当てる。ただし、

他のディスク容量と合算できない。 

４ （A）は占有ノード数を追加する場合のみ変更申請を受け付

ける。 

５ （A）の2ノード以上の基本負担額は、1ノードを基準に比

例するものとする。 

６ （A）は資源提供状況により10ノード以上3か月単位の申

請を受け付ける場合がある。その場合の月額の負担額は、1

ノード年の基本負担額の1/10とする。 

７ （B）は年度の途中でコースの変更はできない。新たにコー

スを追加する場合は申請を受け付ける。 

８ 計算ノードの利用に使用する OCTOPUS ポイントは、使用し

たノード時間に対して以下の消費係数および季節係数を乗

じたものとする。季節係数は前年の利用状況等を鑑み、0を

超える1以下の値を設定する。 

 

 ノード群  消費係数  季節係数 

汎用CPUノード群  0.0520 

大規模計算機

システムWEB

ページに記載 

GPUノード群  0.2173 

XeonPhiノード群  0.0418 

大容量主記憶搭載

ノード群 
 0.3703 

 

９ （C）は年度の途中は追加申請のみ受け付ける。 

１０（C）は１つの申請グループにつき、500TBの追加を上限と

する。 

 

（２）SQUIDの負担額 

（Ａ）占有 

基本負担額 占有ノード数 

575,000円／年 汎用CPUノード群 1ノード 

3,516,000円／年 GPUノード群 1ノード 

2,168,000円／年 ベクトルノード群 1ノード 

 

（Ｂ）共有 

コース 

基本負担額 SQUIDポイント 

10万円 1,000 ポイント 

50万円 5,250 ポイント 

100万円 11,000 ポイント 

300万円 34,500 ポイント 

500万円 60,000 ポイント 

 

 

 



  

（Ｃ）ディスク容量追加 

基本負担額 提供単位 

2,000円／年 HDD 1TB 

5,000円／年 SSD 1TB 

 

備考 

１ 負担額は上記負担額で算出した合計額に、消費税（10％）

を加えて得た額とする。ただし、産業利用 成果非公開型の

負担額は、上記負担額で算出した合計額に 5 を乗じ、消費

税（10%）を加えて得た額とする。 

２ 登録時の利用期限または年度を越えて利用はできない。 

３ ストレージ容量は 1 申請単位で HDD 5TB を割り当てる。た

だし、他のストレージ容量と合算できない。 

４ （A）は占有ノード数を追加する場合のみ変更申請を受け付

ける。 

５ （A）の2ノード以上の基本負担額は、1ノードを基準に比

例するものとする。 

６ （A）は資源提供状況により3か月単位の申請を受け付ける

場合がある。その場合の月額の負担額は、1ノード年の基本

負担額の1/10とする。 

７ （B）は年度の途中でコースの変更はできない。新たにコー

スを追加する場合は申請を受け付ける。 

８ 計算ノードの利用に使用する SQUID ポイントは、使用した

ノード時間に対して以下の消費係数および季節係数を乗じ

たものとする。季節係数は前年の利用状況等を鑑み、0を超

える1以下の値を設定する。 

 

ノード群 

消費係数 
季節 

係数 高優先度 
通常 

優先度 
シェア 

汎用CPU 

ノード群 
0.1873 0.1499 0.1124 

大規模 

計算機 

システム 

WEB 

ページに 

記載 

GPU 

ノード群 
1.1467 0.9174 0.6881 

ベクトル 

ノード群 
0.7070 0.5656 0.4242 

 

９ （C）は年度の途中は追加申請のみ受け付ける。 

１０（C）は１つの申請グループにつき、HDD 500TB、SSD 10TB

の追加を上限とする。 

 

（３）ONION(オブジェクトストレージ)の負担額 

 

基本負担額 提供単位 

12,000円／年 1TB 

 

備考 

 年度の途中は追加申請のみ受け付ける。 

 

 

 

大阪大学サイバーメディアセンター大規模計算機

システム試用制度利用内規 

 
第１条 この内規は、大阪大学サイバーメディアセンター（以

下「センター」という。）が管理運用する全国共同利用のスー

パーコンピュータシステム（以下「大規模計算機システム」と

いう。）の試用制度を利用するための必要な事項を定める。 

 
第２条 試用制度は、初めてセンターの大規模計算機システム

を利用する者（以下「利用者」という。）に一定の期間利用さ

せることによって、利用者の研究活動における大規模計算機シ

ステムの有用性を確認できるようにすることを目的とする。 
 
第３条 試用制度を利用することができる者は、大阪大学サイ

バーメディアセンター大規模計算機システム利用規程第３条

に該当する者とする。 
 
第４条 利用者は所定の申請手続きを行い、センター長の承認

を得なければならない。 
 
第５条 センター長は、前条の申請について適当と認めた場合

は、利用者番号を与えて承認するものとする。 
 
第６条 利用者の有効期間は初めて利用する計算機資源毎に３

ヶ月間とする。ただし、当該会計年度を超えることはできない

ものとする。 
２ 利用有効期間内は別に定める資源量上限まで計算機資源毎

に利用できるものとする。資源量上限を超えた場合は、利用

を停止するものとする。 

 
３ 利用有効期間を超えた場合は、利用を停止するものとする。 
 
第７条 利用者は、第５条に規定する利用者番号を当該申請に

係る目的以外に使用し、又は他人に使用させてはならない。 
 
第８条 センター長は、この内規に違反した場合、もしくは氏

名等を偽り利用した場合、その他大規模計算機システムの運営

に重大な支障を生ぜしめた場合には、当該利用の承認を取り消

すことがある。 
 
   附 則 
この内規は、平成１２年１１月３０日から施行し、平成１２年

４月１日から適用する。 
   附 則 
この改正は、平成１３年１月６日から施行する。 

   附 則 
 この改正は、平成１４年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この改正は、平成１６年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この改正は、平成１８年４月１日から施行する。  
   附 則 
 この改正は、平成１９年１月５日から施行する。  
   附 則 
 この改正は、平成１９年９月２８日から施行する。  
   附 則 



  

この改正は、平成２４年４月１日から施行する。  
   附 則 
この改正は、平成２８年４月１日から施行する。  

   附 則 
この改正は、平成３０年１１月１日から施行し、平成３０年４

月１日から適用する。 

   附 則 

 この改正は、令和３年８月１日から施行する。  

 

 

大阪大学サイバーメディアセンター教育用計算機シ

ステム利用規程 
 

第１条 この規程は、大阪大学サイバーメディアセンター（以

下「センター」という。）が管理・運用する教育用計算機シ

ステム（以下「教育用計算機システム」という。）の利用に

関し、必要な事項を定めるものとする。 

第２条 教育用計算機システムを利用することのできる者は、

次の各号に掲げる者とする。 

(1) 大阪大学（以下「本学」という。）の教職員 

(2) 本学の学生 

(3) その他サイバーメディアセンター長（以下「センター長」

という。）が適当と認めた者 

２ 教育用計算機システムを利用する者（以下「利用者」とい

う。）は、あらかじめ、大阪大学全学ＩＴ認証基盤サービ

スを利用するための大阪大学個人ＩＤの付与を受けるもの

とする。 

第３条 全学共通教育規程、各学部規程及び各研究科規程で定

める授業科目の授業を行う場合で、センターの豊中教育研究

棟情報教育教室又はＣＡＬＬ教室（以下「情報教育教室等」

という。）において教育用計算機システムを利用しようとす

るときは、当該授業科目の担当教員は、あらかじめ、所定の

申請書を所属部局長（全学共通教育科目の授業に利用する場

合にあっては、原則として、全学教育推進機構長とする。）

を通じてセンター長に提出し、その承認を受けなければなら

ない。 

２ 前項に規定する場合のほか、センター長は、前条第１項第

１号又は第３号に掲げる者から情報教育教室等における教育

研究のための教育用計算機システムの利用に係る申請があっ

た場合には、前項の利用に支障のない範囲内において、これを

許可することができる。 

第４条 センター長は、前条の申請を承認したときは、その旨

を文書により申請者に通知するものとする。 

２ 前項の利用の承認期間は、１年以内とする。ただし、当該 

会計年度を超えることはできない。 

第５条 利用者は、教育用計算機システムの利用に際しては、別

に定めるガイドラインに従わなければならない。 

第６条 センター長は、必要に応じて、利用者が使用できる教 

育用計算機システムの使用について制限することができる。 

第７条 センター長は、必要に応じて、利用者に対し利用の状 

況及び結果についての報告を求めることができる。 

第８条 利用者の所属部局（全学共通教育科目の授業に利用す 

る場合にあっては、原則として、全学教育推進機構とする。）

は、その利用に係る経費の一部を負担しなければならない。 

２ 前項の額及び負担の方法は、センター教授会の議を経て、

センター長が別に定める。 

３ 第１項の規定にかかわらず、センター長が特に必要と認め

たときは、経費の負担を免除することがある。 

第９条 利用者が、この規程に違反した場合又は利用者の責に

よりセンターの運営に重大な支障を生じさせたときは、セン

ター長は、その者の利用を一定期間停止することがある。 

第１０条 この規程に定めるもののほか、教育用計算機システ

ムの利用に関し必要 な事項は、センター長が定める。 

 

   附 則 

１ この規程は、平成１２年４月１日から施行する。 

２ 大阪大学情報処理教育センター利用規程（昭和５７年３月

１７日制定）は、廃止する。 

３  この規程施行前に大阪大学情報処理教育センター利用規程

に基づき、平成１２年度の利用承認を受けた利用者にあって

は、この規程に基づき利用の登録があったものとみなす。 

   附 則 

 この改正は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正は、平成２４年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正は、平成２６年４月１５日から施行する。 

  
 
・ガイドライン関係 
 
 

大阪大学総合情報通信システム利用者ガイドライン 
1. はじめに 

この利用者ガイドラインは、大阪大学におけるキャンパス

ネットワークで、学内の教育研究活動を支えるICT基盤であ

る、大阪大学総合情報通信システム（Osaka Daigaku 

Information Network Systemの略で、以下「ODINS」という。）

が提供するサービスについて分りやすく解説しています。 

また、ODINS が提供するサービスを利用するにあたり次の

諸規程等を遵守する必要がありますので、必ず諸規定等もご

一読ください。 

・国立大学法人大阪大学情報セキュリティ対策規程 

・大阪大学総合情報通信システム利用規程 

・大阪大学総合情報通信システム運用内規 

このガイドラインは、変更することがあります。変更した

場合は、ホームページ等の電子的な手段で広報しますので、

常に 新のガイドラインを参照して下さい。 

 

2. 用語の定義 

   本ガイドラインで使用する用語については次のとおりで

す。 

(1)「SSID」とは、無線LANにおけるアクセスポイントの識別名

です。 

(2)「スパムメール」とは、受信者の意向を無視して、無差別か

つ大量に送信される、電子メールを主としたメッセージで

す。 

(3)「アカウント」とは、コンピュータの利用者を識別するため

の標識となる文字列のことであり、WEB上でなんらかのサー

ビスを受ける際の身分を表します。 



  

(4)「ファイアウォール」とは、あるコンピュータやネットワー

クと外部ネットワークの境界に設置され、内外の通信を中

継・監視し、外部の攻撃から内部を保護するためのソフトウ

ェアや機器等のシステムです。 

(5)「部局ネットワーク担当者」とは、当該部局等のODINSの運

用に関する業務を支援している担当者です。詳しくは大阪大

学総合情報通信システム運用内規をご覧ください。 

 

3. 提供しているサービスについて 

 ODINSでは、次のとおり利用者向けサービスと管理者向けサー

ビスの 2 種類用意しています。基本的には利用者や管理者が意

識することなく利用しているサービスですが、個別に設定等が

必要なものについては、マニュアルを確認のうえご利用くださ

い。 

 

3.1.  利用者向けサービス 

 キャンパスネットワークサービス 

各キャンパスにおいてネットワーク環境を提供するサ

ービスです。独自でネットワーク回線を用意していな

い限り、本学のネットワーク通信は全てODINSのキャ

ンパスネットワークサービスにより提供しています。 

 

 有線LAN認証サービス 

 ODINS では有線 LAN 環境に認証設定を施し、利用制

限を行うサービスを提供しています。認証が必要な場

所やマニュアル等は、適宜更新されますので、次をご

確認ください。 

 （https://www.odins.osaka-u.ac.jp/manual/） 

 

 キャンパス無線LANサービス 

 本学の講義室やセミナー室等の公共性の高い施設等

を中心に整備した、無線LAN環境を提供するサービス

です。無線 LAN を利用するためには、ODINS 無線 LAN

が提供された場所で、SSID（odins-1x）を選択するこ

とで利用することができます。詳しくは、次をご覧く

ださい。 

・無線LANアクセスポイント一覧 

（https://www.odins.osaka-u.ac.jp/wireless/） 

・キャンパス無線LANサービス利用マニュアル 

（https://www.odins.osaka-u.ac.jp/manual/） 

  

本学では、ODINSが整備したキャンパス無線LANサービスに

加え、大学等教育研究機関の間でキャンパス無線LANの相互利

用を実現する、国際無線 LAN ローミング基盤サービスである

eduroamも提供しています。eduroamは大阪大学個人IDを所有

する学生及び教職員等に提供するサービスであり、マイハンダ

イを経由した申請により利用可能です。eduroam を利用すれ

ば、世界中のeduroamに加盟している機関で無線LANサービス

を利用することができます。 

 設定方法につきましては、次の利用マニュアルをご覧くださ

い。 

（https://www.odins.osaka-u.ac.jp/manual/） 

 

 迷惑メールフィルタリングサービス 

 本学のドメインを持つメールサービスに対し、メール

のフィルタリング機能を提供するサービスです。このサ

ービスは、ODINS 側でスパムメールの削除を行うのでは

なく、スパムメールであるかの判定を行い、その情報を

メールヘッダに付加し利用者に届けるものです。このこ

とにより、利用者側でスパムメールの振り分けが可能と

なり、システム側で正常なメールを誤って削除されるこ

となく受け取ることが可能となります。年々増加してい

るメールを用いたサイバー攻撃対策のためにも、本学内

に設置しているメールサーバをご利用の方は、必ずメー

ルソフトへの設定をお願いします。 

 設定方法につきましては、次の利用マニュアルをご覧

ください。 

（https://www.odins.osaka-u.ac.jp/manual/） 

 

3.2.  管理者向けサービス 

 ビジター用アカウント発行サービス（ビジター認可システ

ム） 

 本学の来訪者へネットワーク環境を提供するために

必要なアカウントを発行するためのサービスです。アカ

ウント発行は、権限を持った方が発行可能です。詳しく

は大阪大学総合情報通信システム無線LANビジターID運

用要項をご覧ください。 

 

 通信監視サービス（ネットワーク侵入検知システム） 

 ODINS を経由する学内外通信を監視し、不正アクセス

やウィルスによる挙動を検知し、部局等へ通知するサー

ビスです。本サービスで取得した情報を解析し、サイバ

ー攻撃やウィルス感染の挙動等が確認された場合、情報

セキュリティインシデントとして当該部局に対応依頼

を行っています。 

 なお、情報セキュリティインシデント発生時には、事

故・障害等の対処手順 

（https://my.osaka-u.ac.jp/admin/information/secu

rity/procedure）に従い対処してください。 

 

 ネットワーク侵入防止サービス（ネットワーク侵入防止シ

ステム） 

 ODINS を経由する学内外通信に対して、不正な通信を

防止するためのサービスです。サイバー攻撃や本学に対

して不利益を発生させるような通信について、本システ

ムを用いてアクセス遮断を行います。 

 

 学内ネットワーク検疫サービス（不正端末検疫システム） 

 ODINS を経由する学内通信に対して、不正な通信、サ

ポート終了を迎えたアプリケーションやOS、脆弱性を持

つソフトウェア等による通信の監視及び防止するため

のサービスです。本サービスは後述のイントラネットワ

ーク基盤サービスと連携することで 大限の効果を発

揮するシステムであるため、よりネットワーク環境を堅

牢化するためにも、是非ともイントラネットワーク基盤

サービスをご活用ください。 

 

 イントラネットワーク基盤サービス（イントラネットワー

クシステム） 

 部局等のネットワーク環境をプライベートネットワ

ーク化することを希望する管理者向けに、イントラネッ

トワーク環境を構築及び運用するための基盤を提供す



  

るためのサービスです。本サービスを用いることで、前

述の学内ネットワーク検疫サービスを 大限に利用す

ることが可能となり、より堅牢なネットワーク環境を構

築することが可能です。 

 イントラネットワーク基盤サービスの利用をご希望

の部局は、所属部局の部局ネットワーク担当者を通じて

ご相談ください。 

 

 アクセス制御サービス（ファイアウォール） 

 ODINS を経由する通信に対して、アクセス制御を行う

ためのサービスです。ODINSが提供するグローバルIPア

ドレスは、独自でファイアウォールを用意して運用して

いない限り、本サービスを用いてアクセス制御されてい

ます。アクセスポートの設定変更等については、所属部

局の部局ネットワーク担当者を通じてご相談ください。 

 

 有線LAN認証サービス 

 ODINS では有線LAN環境に認証設定を施し、利用制限

を行うサービスを提供しています。ODINS が整備したネ

ットワークスイッチに認証設定を施すことで実現しま

す。有線LAN認証サービスを利用希望の方は、所属部局

の部局ネットワーク担当者を通じてご相談ください。 

 

4. ネットワーク利用にあたっての倫理事項・遵守事項 

 ODINSの利用は、教育研究活動又は本学の運用に必要な通信に

限定されます。ネットワーク上の交流もまた社会であることを

意識し、他者を思いやり健全なコミュニケーションを確立する

ことが必要です。ODINSの利用にあたり、少なくとも本項に示す

行為は避け、適切にネットワークを使用してください。 

 なお、ODINSでは安全かつ適正な利用のために、利用者の通信

履歴を記録しています。 

 

4.1.  法令又は公序良俗に反する行為 

ODINSの利用は大阪大学定めた各種ルールに加えて、国内外の

法律も適用されます。特に関連の深い日本の法律として、著作

権法等の知的財産に関する法律や、不正アクセス禁止法が挙げ

られますので、ODINS利用のルールを遵守した上で、憲法・法律

を遵守し行動してください。 

 

4.2.  教育研究活動又は本学の運用に必要な通信以外のネット

ワーク利用 

ODINSの利用は、教育研究活動又は本学の運用に必要な通信に

限定されます。利用目的から逸脱する行為は、利用を制限し、

又は停止することがあります。 

 

4.3.  ODINSの円滑な運用を妨げる行為 

 ODINSの運用を妨害する行為は厳禁です。例えば、物的な加害

だけでなく、大量のデータ送受信によるネットワークへ高負荷

をかける行為、他の利用者に迷惑をかけるような過剰な利用、

ウィルス感染したパソコンやスマートフォンをネットワークに

接続することが該当します。また、ウィルス感染等、予期せぬ

事情で ODINS の運用の妨げになることもあり、自身が加害者に

ならないためにも、使用するパソコンやスマートフォンを適切

に管理してください。 

 

4.4.  情報セキュリティの確保  

 ODINS は多数のユーザが利用していることから、一人で

もセキュリティ対策を怠れば広範囲にわたって悪影響が

出る場合があります。 

以下の項目については、基本的なセキュリティ対策とし

て、常にチェックをしてください。 

・ウィルス対策ソフトをインストールし、定義ファイルを

新に保つこと。 

・OS及びソフトウェアのアップデートし、 新のバージョ

ンに保つこと。 

・サポート切れのOS等が稼働する機器をODINS に接続し

ないこと。 

・脆弱性を有する OS 及びソフトウェアは使用しない、又

は脆弱性を解消すること。 

・パスワードは、①簡単な文字列を使用しない、②とのサ

ービスと同じものを使用しない、③他人に教えない、④

他のサービスに安易にパスワードを入力しない、⑤漏え

いの疑いがある場合は速やかに変更する等、管理を徹底

すること。 

詳しくは、以下のURLを参照のこと。 

（https://web.auth.osaka-u.ac.jp/portal/ja/pwdpolic

y.html） 

また、本学が定める国立大学法人大阪大学情報セキュリテ

ィ対策規程を遵守した上で、ODINSをご利用ください。 

 

4.5.  ODINS運用への協力のお願い 

 サイバー攻撃をはじめ、セキュリティ技術やネットワー

ク技術は急速に成長しており、現在の運用が将来において

は適切でない可能性があります。ODINS では各種規程の改

訂等により、時代に合わせた運用変更を実施します。ODINS

利用者は変更後の運用についても必ず遵守するとともに、

変更に係る各種調査やアンケート等の依頼時には協力を

お願いします。 

 

5. 各種利用申請書 

各種申請は、部局ネットワーク担当者等を通じて行う必

要があります。各種申請書は ODINS の Web ページ

（https://www.odins.osaka-u.ac.jp/guidelines/）に掲

載しております。 

 

6. ODINS 関連の規定等及び本ガイドライン違反に対する措 

置 

ODINS の運用を妨げる行為や通信を発見した場合、ネッ

トワーク遮断等の緊急措置を行うことがあります。緊急措

置が実施された場合は、安全にネットワーク運用が可能と

判断されるまで解除は行いません。 

不適切にネットワークを利用した者には、当該部局の部

局ネットワーク担当者からネットワーク利用や情報セキ

ュリティに関する教育・指導を行うことになります。 

 

7. 相談窓口 

各部局のネットワークに関するご相談は、各部局で定め

られている部局ネットワーク担当者に一次相談窓口をお

願いしています。ご相談につきましては、各部局の部局ネ

ットワーク担当者へご相談のほどよろしくお願いいたし

ます（https://www.odins.osaka-u.ac.jp/reception/）。 

部局ネットワーク担当者からの相談については、次の宛先



  

までお願いいたします。 

 
 部 署：情報推進部情報基盤課研究系システム班（ODINS担当） 

内 線：（吹田）8815,8816 

メール：odins-room@odins.osaka-u.ac.jp 

 
（H30.10.23 改正） 

 
大阪大学サイバーメディアセンターネットワーク
利用者ガイドライン 
 

1. はじめに 

 大阪大学総合情報通信システム(ODINS: Osaka Daigaku 

Information Network System) で提供されるコンピュータネッ

トワーク及びそれに接続されているすべてのコンピュータ・通

信機器、及びそれらの上で動作する通信ソフトウェアは、教育・

研究を目的とした設備であり、情報推進本部によって運用管理

されています。ODINS が提供するサービスを利用する資格を与

えられた者は、本ガイドラインを遵守して国有財産であるODINS 

の円滑な運用の維持に協力しなければなりません。また、教育

研究を通じて、学術社会のみならず産業社会、市民社会、さら

には地域社会に貢献できるように利用しなければなりません。

サイバーメディアセンターネットワークは、ODINS の一部を構

成するものであり、サイバーメディアセンターの教職員・学生

及びこれらに準ずる者の全員は上記の目的をよく理解しなけれ

ばなりません。このガイドラインは、ODINS の目的を効果的に

達成できるように、サイバーメディアセンターネットワークの

利用上の注意事項をまとめたものです。 

なお、サイバーメディアセンター教育用計算機システムの利

用においては、教育用計算機システム利用者ガイドラインや教

育用計算機システム利用細則が定められていますので、それら

にも従ってください。 

 

2. ODINS と学外ネットワーク 

 学外との通信は、ODINS と広域通信ネットワークとの相互接

続によって行われています。広域通信ネットワークは、学術目

的のネットワークのみならず商用目的のネットワークなども相

互に接続されており、それぞれのネットワークの規模や性能も

様々です。例えば、米国の大学のWeb サイト(いわゆるホームペ

ージ)を見るためには、いくつかのネットワークを経由してデー

タが送受信されます。学外のネットワークは ODINS 内部に比べ

て通信容量が小さいことを覚えておくべきです。すなわち同じ

データ量を送受信しても、通信容量の小さいネットワークにか

かる負担は、ODINS にかかる負担より大きくなります。従って、

無用な大量のデータを送受信することは、できるだけ避けるべ

きでしょう。ODINSを利用すると世界中にアクセスできますが、

ネットワークにはそれぞれの運用規則があり、またそれを支え 

る多くの人達がいることを忘れてはなりません。 

 

3. ODINS の利用にあたって避けるべき行為 

 ODINS は物理的にはコンピュータ同士を接続するものです

が、接続されているコンピュータを利用するのは人間です。社

会常識に従い、相手に対する配慮をもって利用してください。

利用に当たっては、以下の行為は避けねばなりません。 

・法令又は公序良俗に反する行為 

・本学の教育・研究目的に反する行為 

・ODINS の円滑な利用を妨げる行為 

なお、サイバーメディアセンターネットワークではその安全

かつ適正な運用のために、計算機の利用時間やアクセス先など

の利用履歴がとられており、上記の行為が発見された場合には

当該利用者の ODINS の利用を以下のような措置をとって制限し

ます。 

・ファイルの削除・移動・複製・変更・強制保存等を含めた

利用者ファイルの操作 

・利用の一時停止 

・利用中の処理の中止 

 

3.1 法令又は公序良俗に反する行為 

 ODINS での行為は治外法権ではありません。日本国内におい

ては日本国内法が適用されます。特に関連の深い法令としては、

著作権法などの知的財産権諸法、いわゆる不正アクセス禁止法、

刑法、民法、商法などがあります。また、外国に影響を及ぼす

ときは外国法の適用を受ける可能性があることにも留意せねば

なりません。例えば、次のような行為をしてはなりません。ま

た、自ら行わなくても、他人にこれを行わせた場合でも、違法

とされることがあります。さらに、法令で定められていなくて

も、一般社会でしてはならない行為があります。 

 

(1) 基本的人権の侵害 

  ネットワークの利用に限らず、基本的人権を尊重しなけれ

ばなりません。 

(2) 差別的表現のネットワーク上での公開 

人種・性別・思想信条などに対する差別的な発言をネット

ワークで公開することは、日本国憲法の定める基本的人権尊

重の精神に反することとなります。 

(3) 誹謗中傷を行うこと 

ネットワークの利用に限ったことではありませんが、他人

を誹謗中傷することは名誉毀損で訴えられることがありま

す。 

(4) プライバシーの侵害 

ODINS 利用者の個人情報は尊重されますが、利用者は他人

の個人情報も尊重しなければなりません。個人情報や私信な

どを無断で公開してはなりません。 

(5) 利用資格のないコンピュータや通信機器への侵入 

  ODINS の内外を問わず、ネットワーク上の利用資格のない

コンピュータや通信機器を使用してはなりません。ODINS か

ら他組織のネットワークへ不正に侵入した場合、大阪大学全

体が外部のネットワークとの接続を切られるだけでなく、場

合によっては国際問題に発展する可能性があります。また、

他組織への不正な侵入を試すようなことも絶対にしてはなり

ません。また、侵入しなくとも、ネットワーク上を流れるデ

ータを読み取るような盗聴行為も絶対にしてはなりません。 

(6) 知的財産権の侵害 

  知的財産権は、人間の知的創作活動について創作者の権利

に保護を与えるものです。絵画・小説・ソフトウェアなどの

著作物、デザインの意匠などを尊重することに心がけて下さ

い。著作物の無断複製や無断改変はしてはなりません。 

  例えば、本・雑誌・Web ページなどに提供されている文章・

図・写真・映像・音楽などを、無許可で複製あるいは改変し

て、自分の Web ページで公開したり、ネットニュースに投稿

したりしてはいけません。著作権の侵害だけではなく、会社

のロゴや商品を示す商標については商法・商標法などの侵害

に、芸能人の写真など肖像については肖像権の侵害になるこ



  

とがあります。また、大学が使用許諾契約を結んでいるソフ

トウェアやデータをコピーしてはなりません。 

(7) わいせつなデータの公開 

 ODINS を用いてわいせつな画像・音声などを公開してはな

りません。また、それらへのリンクを提供してはなりません。 

(8) 利用権限の不正使用 

 利用者は、有償無償を問わず、自分の利用権限(アカウント)

を他人に使わせてはなりません。利用者は、パスワードを厳

格に管理する責任があります。本人のログイン名で他人に計

算機やネットワークを使用させることも、ファイル格納領域

などのネットワーク資源を他人に使わせることもこれに含ま

れます。また、他人のログイン名でログインすること、及び、

他人のログイン名を騙って、電子メール・ネットニュース・

電子掲示板を使用してはなりません。 

(9) ストーカー行為及び嫌がらせ行為をすること 

  ネットワークを通じて、相手が嫌がるような内容のメール

を一方的に送るなどの行為や大量のデータを送りつけるなど

の行為はしてはなりません。 

 

3.2 教育・研究目的に反する行為 

 ODINS は教育・研究の円滑な遂行に資するために運用されて

います。教育、研究及びその支援という設置目的から逸脱する

以下のような行為は、利用制限などの処分の対象になることが

あります。 

 

(1) 政治・宗教活動 

 本ネットワークは国有財産ですから、特定の政治・宗教団

体に利便を供するような活動に用いてはいけません。 

(2) 営利を目的とした活動の禁止 

 広告・宣伝・販売などの営利活動のために Web ページや電

子メールを用いてはなりません。塾のプリントを作成したり

することもこれに含まれます。 

(3) 目的外のデータの保持 

 個人のファイル領域や Web ページ領域に、教育・研究の目

的に合致しないものを置いてはなりません。 

 

3.3 ODINS の円滑な運用を妨げる行為 

 ODINS の運用を妨害する行為は禁止します。物的な加害は言

うまでもなく、例えば、ODINS ネットワークに悪影響を与えた

り、他の利用者に迷惑をかけたりするような過剰な利用は避け

ねばなりません。また、以下の行為は禁止されています。 

 

(1) ODINS 通信機器の配線及び周辺機器の接続構成を変更する

こと。また、そのようなことを試みること。 

(2) ネットワークのソフトウェアの構成を変更すること。また、

そのようなことを試みること。 

(3) ネットワークの正常な機能を損なうようなソフトウェアを

導入したり、利用したりすること。また、そのようなことを

試みること。 

(4) 不必要に大量のファイルを一度に送受信するなど、ネット

ワークの正常な機能を損なうような通信をすること。 

 

4. ネットワークを快適に利用するために 

 法令や公序良俗に反せず、教育・研究目的に合致した利用で

あっても、注意すべきことがいくつかあります。ここでは簡単

に触れておきます。 

 

(1) 品位をもって利用する 

 大阪大学の構成員としての品位を保って利用すべきことは

言うまでもありません。品位に欠けるメッセージの発信は謹

んで下さい。 

(2) 他人を思いやって利用する 

  大量のデータを送受信したりすると、ODINS ネットワーク

を利用している他の人に迷惑をかけることになりますから、

十分注意してください。メールソフトで、メールの到着状態

を調べる時間間隔を極端に短くするなども、そのシステムを

共有している利用者への迷惑になりますし、運用妨害になる

こともあります。また、サイバーメディアセンターの教育用

計算機システムのように共同で利用するコンピュータ設備

は、ネットサーフィンで占有したりせずに、他人に対する思

いやりをもって利用してください。 

(3) パスワードを適正に管理する 

  パスワードはあなたが正規の利用者であることを確認する

ために大切なものです。自分のパスワードを友人に教えたり、

友人のパスワードを使ってコンピュータを用いたりしてはな

りません。パスワードを教えた人、教えてもらって利用した

人の双方が責任を負うことになります。パスワードの文字列

に工夫する、手帳や携帯電話機などにメモしない、パスワー

ドを定期的に変更することです。他人がパスワードを入力す

るときには、その人の手元を見ないという配慮もよく行われ

ています。アカウントを盗用されても、直接的な経済的不利

益は被らないかもしれません。しかし、例えば、パスワード

を知られたために、自分のアカウントから他人を侮辱する内

容の電子メールが発信された場合、あなたが侮辱行為者とし

て扱われます。また、あなたのアカウントを利用して他の計

算機への侵入行為が行われた場合(これを踏台アタックと呼

びます)、アカウントを盗用された被害者が、まず 初に犯人

として疑われるのです。 

(4) プライバシーを守る 

  共用のサーバコンピュータに置かれたファイルには、他の

利用者から読まれないようにアクセス権限を設定できること

が多いので、適切に設定しましょう。誰からも読める、また

は誰からも書き込めるという状態は非常に危険です。また、

他人のファイルが読めるようになっていたとしても、無断で

その内容を見ることはやめましょう。Web ページ・ニュース・

掲示板などに、個人のプライバシー情報を提供することも危

険につながります。 

(5) ODINS のセキュリティ保持に協力する 

 上記(1)～(4)の他に、ODINS のセキュリティを保持するた

めに、利用者自身が注意すべきことがあります。例えば、コ

ンピュータウィルスを持ち込まない、不信な発信元からのメ

ールを開かない、自分の管理しているコンピュータにウィル

ス対策ソフト(ワクチンソフト)を導入しウィルス検知パター

ンを常に 新状態に保つ、ODINS の故障や異常を見つけたら

速やかに管理者に通報する、などがこれに該当します。 

(6) ネチケットを守る 

  一般にネットワークを快適に利用する際に注意すべきこと

がいくつかあります。これらは、主にネットワーク・エチケ

ット(略してネチケット)を呼ばれるものです。詳しくは、ネ

チケットのWeb サイト(例えば、http://www.cgh.ed.jp/netiquette/)

などを参照してください。 

 



  

 教育用計算機システム、学生用電子メールシステ

ム利用者ガイドライン 
 

1．はじめに 

この利用者ガイドラインは、教育用計算機システムに関係す

る各種の規程等を分かりやすく解説しています。また、学生用

電子メールシステムについても解説しています。全ての利用者

は、この利用者ガイドライン(指針)をよく読んでから教育用計

算機システム及び学生用電子メールシステムを利用して下さ

い。 

また、各種の規程とは次のものです。先ず、本学が提供する

情報システムを利用するにあたり、「大阪大学情報セキュリテ

ィポリシー」1 等を遵守しなければいけません。教育用計算機シ

ステムの利用については、「教育用計算機システム利用規程」2 

があります。 

なお、教育用計算機システムは大阪大学総合情報通信システ

ムに接続して運用していますので、教育用計算機システムの全

ての利用者は「大阪大学総合情報通信システム利用者ガイドラ

イン」を遵守しなければいけません。 

この利用者ガイドラインは、変更することがあります。変更

した場合は、ホームページ等の電子的な手段で広報しますので、

常に 新の利用者ガイドラインを参照して下さい。 

 

2．教育用計算機システム 

「教育用計算機システム」とは、サイバーメディアセンター

豊中教育研究棟の教室、箕面総合研究棟4階・5階の教室及び分

散端末室のコンピュータ、通信機器及びこれらの上で動作する

ソフトウェア群によって構成されるシステムをいいます。教育

用計算機システムは、サイバーメディアセンターが管理・運用

しています。 

3. 学生用電子メールシステム 

 大阪大学が提供する学生用電子メールシステムは、本学から

の情報発信及び情報交換を通じて、主に在学中の修学に関する

情報を提供するものです。そのため、ルールやマナーを守った

安全な方法で使用しなければ、多くの利用者に迷惑をかけるこ

とになり、さらには、本学の社会的信用を失わせる要因となる

可能性があります。このようなリスクを軽減し、情報資産を保

護するとともに、電子メールを安全に利用するために次のこと

を遵守してください。また、卒業後は本学と交流できる機会を

提供するための電子メールアドレスが用意されています。 

 
・利用対象者 

学生用電子メールシステムは、大阪大学の全ての学生及び 

サイバーメディアセンターの教室で授業を担当される教員 

が利用できます。 

 

・メールアカウントとパスワードの管理 

大学が配付するメールアカウントとパスワードを取得した 

後は、所有者個人が管理することになります。また、他人 

にメールアカウントやパスワードを教えてはいけません。 

 

・情報セキュリティポリシー等の遵守 

学生用電子メールシステムの利用者は、大阪大学情報セキ 

ュリティポリシー等を遵守する必要があります。 

 

・利用者の責任 

学生用電子メールシステムを利用したことにより発生した、 

いかなる損失・損害に関しても、利用者が一切の責任を負 

います。 

 

・利用の停止 

卒業後、本人からの申し入れにより、学生用電子メールシ 

ステムの当該アカウントの利用を停止することができます。 

 

・学生用電子メールシステムの利用に関する相談窓口 

メールの操作方法及びシステム運用・障害に関するものは、 

以下の相談窓口へ連絡して下さい。 

情報推進部情報基盤課教育系システム班 

TEL:06-6850-6806 

Mail:info@ecs.osaka-u.ac.jp 

 

メールに書かれた内容に関することは、そのメールに書かれて

いる問い合わせ先にお願いします。 

 

4．違法行為と不正行為 

 

4.1コンピュータ上／ネットワーク上の不正行為 

コンピュータ上及びネットワーク上の行為にも、日本国内に

おいては国内法が適用されます。ただし、違法行為を禁じる条

項は教育用計算機システム、学生用電子メールシステムの利用

者ガイドラインには含まれていません。また、「法に触れない

行為」と「して良いこと」は違います。特に教育的見地から、

教育用計算機システム及び学生用電子メールシステム上で行わ

れる、倫理に反する行為及び著しく利用マナーに反する行為を

「不正行為」と呼びます。3 

教育用計算機システムは大学の施設ですので、大学の施設を

用いて無断で行ってはいけないことは、教育用計算機システム

にも適用されます。教育用計算機システムを利用して財産的利

益を得ること、例えば、プログラミングのアルバイト、家庭教

師や塾講師のアルバイトのための文書作成を行ってはいけませ

ん。 

目的外利用を含めた不正行為の内、他人のアカウントを使用

することや他人に自分のアカウントを使用させること及びシス

テム運用業務の妨害行為は特に悪質な不正として取り扱いま

す。悪質と判断した利用者に対しては、利用資格の停止や制限

を行います。また、大阪大学の規則に従った懲戒が行われるこ

とがあります。 

教育用計算機システムを利用する上で、他の利用者や教育用

計算機システム運用管理者のパスワードを調べる行為を行って

はいけません。そのような行為は、コンピュータの不正利用を

行うための準備行為とみなされます。このような、不正行為の

準備としか考えられない行為を「不正予備行為」と呼びます。

不正予備行為は、不正行為と同じように扱います。 

 

4.2講義/演習中の不正行為 

講義や演習中に教育用計算機システム利用規程に反する行為



  

が行われた場合、それが講義や演習にとっての不正行為かどう

かとは別に、教育用計算機システム利用規程を適用します。2章

に記載した場所における講義や演習における、カンニング、代

理出席、他人のレポートのコピーの提出に対しては、一般の講

義室における場合と同じように扱います。つまり、不正行為へ

の対処としての出席の不認定、単位の不認定は、一般の講義

室における場合と同じように、大阪大学の規則に従います。 

例えば、ある学生Aが自分のログイン名とパスワードを友人B

に教えて、教育用計算機システムを利用する講義の代理出席を

行った場合を考えてみましょう。他人のアカウントを利用し、

また、させているので、A、B ともに教育用計算機システムの不

正利用者として扱います。教育用計算機システム運用管理者は、

「代理出席を行ったこと」に対する処分内容には関知しません。

担当教員は、裁量により出席点を減点したり処分を猶予したり

することがあります。 

 

4.3他組織への侵入 

教育用計算機システムのネットワーク環境は、「ファイアー

ウォール」と呼ばれるネットワーク機器を用いることにより、

他のネットワークと直接通信ができないように制限を加えてい

ます。これは、他組織からの不正侵入や、他組織への不正侵入

を防ぐための措置です。 

大阪大学から他組織のネットワークに不正に侵入した場合、

大阪大学全体が外部のネットワークとの接続を切られるだけな

く、場合によっては国際問題に発展する可能性もあります。他

組織に迷惑をかけないように大学側でも対処していますが、侵

入を試すような行為を行った場合は処分の対象となります。 

他組織のネットワークへの不正侵入以外にも、大量の電子メ

ールを送りつける等、他組織のシステムの運営妨害を行なった

場合は侵入と同様に扱います。また、パスワードの付け忘れ等、

管理上の不備のあるコンピュータであっても、侵入してはいけ

ないことに変わりはありません。 

 

5.知的財産の尊重 

著作物及びソフトウェアの著作権を尊重して下さい。教育用

計算機システムに導入されているソフトウェア(フリーソフト

ウェアを除く)及びドキュメントはコピーして持ち出してはい

けません。フリーソフトウェアを外部から持ち込んで利用する

場合は、利用者個人の責任の基に行って下さい。 

著作物の無断コピーに教育用計算機システムを使わないで下

さい。著作権法では、私的使用の場合に関する例外事項の規定

があります。教育用計算機システムは利用者の私物でも家庭内

でもないので、教育用計算機システムのコンピュータの利用は

私的使用にはあたらないと考えられます。 

電子掲示板等インターネット上の記事は一般の著作物と同じ

です。著作権を侵害しているかどうかの判断は非常に難しいで

すが、例えば、電子掲示板の記事に、出典を明記せずに著作物(歌

詞等を含む)の一部を引用することや、出典を明記しても著作物

の全部を引用すること等は著作権を侵害していると考えられま

す。 

 

6．窃盗行為の禁止 

教育用計算機システム利用規程には明文化していませんが、

教育用計算機システムのコンピュータや、その部品あるいは未

使用のプリンタ用紙等を外へ持ち出すことは、窃盗罪となりま

す。 

 

7．運用妨害の禁止 

コンピュータやプリンタの電源の操作及びリセット操作を行

ってはいけません。例外は機器からの発煙等の緊急時、教育用

計算機システム運用管理者が操作を指示した場合です。 

教育用計算機システムの運用を妨害するような行為(他の利

用者のファイル消去、故意のネットワーク妨害等)が発生した場

合は、厳重な処分を行います。経済的な被害を与えない行為で

も、教育用計算機システムの運用妨害となる行為をしてはいけ

ません。電源プラグやコネクタを外す等の物理的な行為の他、

ウィルスの送付等の間接的な行為、CD-ROM の装置に異物を入れ

る等、故意に故障を引き起こす行為もしてはいけません。 

 

8．ファイルの扱い 

教育用計算機システムの各利用者は、教育用計算機システム

内の、ある一定量のファイル領域を利用できます。しかし、フ

ァイル領域はあくまでも大阪大学の資産の一部であり、利用者

の私有物となったわけではありません。教育用計算機システム

では、ある利用者のファイルを他の利用者からも読める(すなわ

ちコピーできる)ように、ファイルの保護モードを各利用者が設

定することもできます。利用者の設定ミスによって、思いがけ

ずファイルを他の利用者に読まれてしまうことも考えられます。

このため、他の利用者に読まれたくないファイルは、教育用計

算機システム上に置かないほうが安全です。 

 

9．本システムの運用管理について 

教育用計算機システム及び学生用電子メールシステム運用管

理者は、違法行為／不正行為を発見した場合、当該アカウント

の利用停止の措置を行います。不正行為に使われたアカウント

が盗用されたものであった場合、結果として盗用された被害者

の利用を停止することになりますが、盗用の事実を確認後、利

用停止を解除します。 

利用者の氏名、入学年、所属学部、ログイン名及び本システ

ムの利用頻度等は、違法行為／不正行為が疑われる場合は秘密

情報として扱いません。 

教育用計算機システム運用管理者は、利用者のファイル領域

のプライバシーを尊重しますが、不正なファイルの存在等につ

いては、定期的な自動探査を行い、必要に応じて手動操作によ

る内容の監査等を行うことがあります。また、機器故障の対策

として、利用者の個人ファイル領域を教育用計算機システム運

用管理者がハードディスク等にコピーし、保管することがあり

ます。 

教育用計算機システムのコンピュータに暗号化したファイル

を保管することは不正行為ではありませんが、何らかの不正行

為の手段としてファイルの暗号化を行なっていると推定される

場合は、内容の開示を当該利用者に要求することがあります。

また、ファイル領域の使用量や受信した電子メールのサイズに



  

は制限があります。この制限を越えた利用者は、ファイルや電

子メールを保存できません。 

 

10．不正利用等に関する処分 

コンピュータの窃盗や破損は、大学施設内の窃盗や破損の場

合と同じように扱います。違法行為／不正行為の継続を防ぐた

め、あるいは発生を防止するための、アカウントの利用停止等

の緊急措置は、それを発見した教育用計算機システム運用管理

者の判断で即座に行います。 

 

11．ネットワーク・エチケット 

一般にネットワークを快適に利用する際に注意すべきことが

いくつかあります。これらは、主に「ネットワーク・エチケッ

ト(ネチケット)」と呼ばれるものです。インターネットの世界

では自己責任、自己防衛が原則です。ここでは、インターネッ

トを利用する際に必要 小限守るべきことを列挙します。 

・アカウント・パスワードを厳重に管理する。 

・社会ルールを守る。 

・誹謗中傷しない。 

・著作権を侵害しない。 

・プライバシーを侵害しない。 

 

注釈 
1（セキュリティポリシー： 

http://www.oict.osaka-u.ac.jp/securitypolicy） 

2（関連規程等の記載場所： 

http://www.cmc.osaka-u.ac.jp/edu/guideline/guideline.php） 

3 平成12年2月13日より「不正アクセス行為の禁止等に関する

法律」が施行されており、現在では不正アクセスやその助長行

為は懲役・罰金等の刑罰の対象となります。 
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